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明かりが消えた街並み（3月12日午後6時30分 役場庁舎屋上から）

３
月
11
日（
金
）

●
地
震
発
生（
午
後
2
時
46
分
）、町
内
全
域
が
停
電

に
●
役
場
に「
災
害
対
策
本
部
」を
設
置（
午
後
2
時
46

分
）↓
被
害
状
況
の
調
査
に
取
り
か
か
り
、地
区

公
民
館
、小
学
校
、中
学
校
、こ
ど
も
の
家
、老
人

ホ
ー
ム
、総
合
体
育
館
、一人
暮
ら
し
高
齢
者・障

害
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
指
示

●
中
央
公
民
館
、古
館
公
民
館
、赤
石
公
民
館
に
避

難
所
を
開
設（
午
後
4
時
20
分
）

●
全
小
中
学
校
の
人
的
被
害
無
し（
午
後
４
時
３０

分
）

●
新
幹
線
が
廿
木
地
区
に
停
止
中

●
日
詰
地
区
の
要
援
護
者
の
無
事
を
確
認

●一人
暮
ら
し
高
齢
者
の
無
事
を
確
認（
午
後
７
時

５
分
、赤
沢・長
岡・佐
比
内・水
分・彦
部
地
区
）

●
保
育
所
、児
童
館
、保
育
園
、こ
ど
も
の
家
は
全
員

帰
宅（
午
後
７
時
15
分
）

●
町
内
障
害
者
、難
病
者
な
ど
の
無
事
を
確
認（
午

後
8
時
）

●
片
寄
、古
館
、赤
沢
な
ど
で
、水
道
水
の
に
ご
り
、

漏
水
、断
水
、白
濁
な
ど
が
発
生

●
古
館
地
区
で
車
庫
倒
壊

●
百
寿
の
郷
の
建
物
内
部
に
ヒ
ビ
割
れ
な
ど
数
カ

所
破
損

●
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
天
井
１０
枚
落
下

●
Ｊ
Ａ
倉
庫
内
で
物
品
転
倒

●
古
館
地
区
で
電
線
が
垂
れ
下
が
る（
東
北
電
力
と

警
察
署
へ
連
絡
）

３
月
12
日（
土
）

●
県
へ
支
援
要
請（
食
料
、飲
料
水
、毛
布
各
3
0
0

人
分
）

●
赤
沢
小
学
校
の
屋
根
裏
破
損
、東
側
で
地
割
れ

●
民
家
や
商
店
で
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損

●
志
和
地
区
で
電
話
線
に
倒
木

●
桜
町
で一部
断
水

●
重
油
を
確
保
し
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
転
再
開

●
佐
比
内
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
炊
出
し
開
始

●一人
暮
ら
し
高
齢
者
の
無
事
を
確
認（
日
詰
、古
館

地
区
）

●
古
館
12
区
自
主
防
災
組
織
が
前
郷
公
民
館
に
避

難
所
開
設

３
月
13
日（
日
）

●
紫
波
イ
ン
タ
ー
線
東
北
本
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
水

位
が
上
が
り
通
行
止
め（
振
興
局
へ
連
絡
）

●
日
詰
西
地
区
で
電
線
垂
れ
下
が
り（
東
北
電
力
へ

通
報
）

●
山
王
海
ダ
ム
異
常
な
し

●
清
掃
セ
ン
タ
ー
通
常
ど
お
り
明
日
収
集
実
施

●
火
葬
場
復
旧

●
町
内
全
域
で
復
電（
午
後
６
時
10
分
）

●
携
帯
電
話
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
て
、紫
波
町
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
情
報
を
発
信

３
月
14
日（
月
）

●
和
山
ポ
ン
プ
場
で
漏
水
↓
調
査
中・工
事

被
害
状
況
確
認
か
ら
支
援
活
動
へ

　東
日
本
一
帯
に
連
続
し
て
発
生
し
た
大
規

模
な
地
震
は
、
停
電
や
燃
料
不
足
な
ど
を
招

き
、
多
く
の
人
た
ち
の
生
活
に
支
障
を
来
し

ま
し
た
。
通
電
と
と
も
に
沿
岸
地
域
へ
の
支

援
に
動
き
出
す
町
の
人
た
ち
。
災
害
対
策
本

部
で
情
報
収
集
し
た
地
震
発
生
後
の
様
子
を

振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
と
き
町
は

東
北
地
方･
太
平
洋
沖
地
震

震
度
５
弱
、停
電
52
時
間
、物
流
停
滞

町
の
地
震
被
害

人 

軽
傷
１
人

建
物 

車
庫
倒
壊
１
件（
古
館
地
区
）／
ブ
ロ
ッ
ク
塀

倒
壊
１
件（
古
館
地
区
）／
天
井
落
下
２
件

（
体
育
館
、工
場
）／
ガ
ラ
ス・壁・屋
根
瓦
の

損
壊（
多
数
）

停
電 

町
内
全
域（
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
〜
13

日
午
後
７
時
）

水
道 

４
カ
所
の
配
水
管
が
破
損

道
路 

約
60
ｍ
の
地
割
れ（
片
寄
地
区・町
道
野
際
二

ツ
森
線
）

 

約
50
ｍ
の
地
割
れ（
佐
比
内
地
区・町
道
彦
部

大
谷
地
線
）

 

橋
げ
た
の
ず
れ（
星
山
地
区・樋
ノ
口
上
谷
地

線
）

 

道
路
の
不
等
沈
下（
町
内
数
カ
所
）

農
地 

ぶ
ど
う
畑
に
亀
裂(

佐
比
内
地
区)

そ
の
他 

空
き
地
が
５ｍ
四
方
陥
没（
佐
比
内
地
区
）

停
電
に
よ
る
被
害

水
道 

ポ
ン
プ
停
止
に
よ
る
断
水（
彦
部・佐
比
内・

紫
野
地
内
の一部
ほ
か
約
2
5
0
戸
）

道
路 
Ｊ
Ｒ
本
線
と
交
差
す
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
排

水
ポ
ン
プ
が
停
止
し
冠
水

 

（
主
要
地
方
道
紫
波
イ
ン
タ
ー
線
が
３
日
間

通
行
止
め
）

災
害
対
策
本
部
の
動
き

　
３
月
１１
日（
金
）午
後
２
時
４６
分
に
災
害
対
策
本

部
を
役
場
に
設
置
し
、被
害
状
況
把
握
、ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
、避
難
所
対
応
、被
災
地
対
応
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
町
民
避
難
所
開
設
　
中
央
公
民
館
、古
館
公
民

館
、７
分
団
３
部
屯
所（
赤
石
公
民
館
隣
り
）、保
健

セ
ン
タ
ー（
避
難
者
３
月
１３
日
に
３６
人
）

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保

・道
路
、上
下
水
道
パ
ト
ロ
ー
ル

・発
電
機
に
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持

・発
電
機
に
て
下
水
道
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
機
能
維

持（
公
共
下
水
道
25
カ
所
、農
業
集
落
排
水
５５
カ
所
）

・応
急
給
水
活
動
　
11
カ
所

・電
力
復
旧
の
要
請（
３
月
１３
日
午
後
７
時
全
町
通
電
）

■
広
報・情
報
収
集

・民
生
児
童
委
員
と
連
携
し
、高
齢
者
世
帯
の
安
否
を

確
認

・消
防
団
に
よ
る
広
報
、安
否
確
認
、消
防
水
利
点
検

・公
用
車
に
よ
る
広
報

・情
報
提
供（
有
線
放
送
、Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
、Ｆ
Ｍ
い
わ

て
、テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ
プ
）

■
避
難
者
受
入

　
大
槌
町
吉
里
吉
里
地
区
か
ら
志
和
公
民
館
に
37
世

帯
８３
人
を
受
け
入
れ（
３
月
１９
日
か
ら
）

　一般
家
庭
で
の
受
け
入
れ
は
４６
世
帯
１
１
７
人（
３

月
２８
日
現
在
）

■
支
援
物
資
の
搬
送
　
大
槌
町
、山
田
町
、田
野
畑
村

へ
述
べ
７
回
搬
送（
３
月
１５
日
か
ら
継
続
中
）

■
現
地
炊
き
出
し
　
吉
里
吉
里
避
難
所
で
豚
汁

3
0
0
食
を
提
供(

３
月
２０
日)

■
救
援
物
資
の
受
入
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て（
３
月
２３

日
ま
で
）

■
職
員
派
遣
　
沿
岸
地
域
へ
４
人（
３
月
１７
日
か
ら
継

続
中
）

■
火
葬
受
入
　（
３
月
１７
日
か
ら
）

町
内
対
応

被
災
地
対
応

地割れした道路（片寄地区・町道野際二ツ森線）崩れた橋げた 佐比内地区では陥没被害

閉鎖された
東北自動車道役場に設置された災害対策本部品薄となったコンビニエンスストア

ガソリンスタンドにできた
車の行列

携帯ショップの
充電サービス

中央公民館に避難所を開設吉里吉里から避難者を受け入れ 断水地区に給水車が出動

　
３
月
11
日(

金)

午
後
２
時
46
分
、平
穏
な
日
常
を
暗
転
さ
せ

る
気
象
台
観
測
史
上
類
を
見
な
い
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
大

地
震
が
東
日
本
を
襲
い
、太
平
洋
岸
に
は
明
治
29
年
を
超
え
る

大
津
波
が
襲
来
し
ま
し
た
。当
町
に
お
い
て
も
震
度
５
弱
の
大

き
な
横
揺
れ
が
約
２
分
40
秒
間
続
き
、地
震
発
生
直
後
か
ら
52

時
間
続
い
た
停
電
や
、約
３
週
間
続
い
た
燃
料
不
足
が
、市
民
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
、町
内
で
は
多
く
の
人
た
ち
に
よ
る

支
援
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。大
槌
町
の
被
災
者

受
け
入
れ
や
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た

沿
岸
地
域
へ
の
支
援
活
動
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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地
区
）／
ブ
ロ
ッ
ク
塀

倒
壊
１
件（
古
館
地
区
）／
天
井
落
下
２
件

（
体
育
館
、工
場
）／
ガ
ラ
ス・壁・屋
根
瓦
の

損
壊（
多
数
）

停
電 

町
内
全
域（
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
〜
13

日
午
後
７
時
）

水
道 

４
カ
所
の
配
水
管
が
破
損

道
路 

約
60
ｍ
の
地
割
れ（
片
寄
地
区・町
道
野
際
二

ツ
森
線
）

 

約
50
ｍ
の
地
割
れ（
佐
比
内
地
区・町
道
彦
部

大
谷
地
線
）

 

橋
げ
た
の
ず
れ（
星
山
地
区・樋
ノ
口
上
谷
地

線
）

 

道
路
の
不
等
沈
下（
町
内
数
カ
所
）

農
地 

ぶ
ど
う
畑
に
亀
裂(

佐
比
内
地
区)

そ
の
他 

空
き
地
が
５ｍ
四
方
陥
没（
佐
比
内
地
区
）

停
電
に
よ
る
被
害

水
道 

ポ
ン
プ
停
止
に
よ
る
断
水（
彦
部・佐
比
内・

紫
野
地
内
の一部
ほ
か
約
2
5
0
戸
）

道
路 

Ｊ
Ｒ
本
線
と
交
差
す
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
排

水
ポ
ン
プ
が
停
止
し
冠
水

 

（
主
要
地
方
道
紫
波
イ
ン
タ
ー
線
が
３
日
間

通
行
止
め
）

災
害
対
策
本
部
の
動
き

　
３
月
１１
日（
金
）午
後
２
時
４６
分
に
災
害
対
策
本

部
を
役
場
に
設
置
し
、被
害
状
況
把
握
、ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
、避
難
所
対
応
、被
災
地
対
応
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
町
民
避
難
所
開
設
　
中
央
公
民
館
、古
館
公
民

館
、７
分
団
３
部
屯
所（
赤
石
公
民
館
隣
り
）、保
健

セ
ン
タ
ー（
避
難
者
３
月
１３
日
に
３６
人
）

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保

・道
路
、上
下
水
道
パ
ト
ロ
ー
ル

・発
電
機
に
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持

・発
電
機
に
て
下
水
道
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
機
能
維

持（
公
共
下
水
道
25
カ
所
、農
業
集
落
排
水
５５
カ
所
）

・応
急
給
水
活
動
　
11
カ
所

・電
力
復
旧
の
要
請（
３
月
１３
日
午
後
７
時
全
町
通
電
）

■
広
報・情
報
収
集

・民
生
児
童
委
員
と
連
携
し
、高
齢
者
世
帯
の
安
否
を

確
認

・消
防
団
に
よ
る
広
報
、安
否
確
認
、消
防
水
利
点
検

・公
用
車
に
よ
る
広
報

・情
報
提
供（
有
線
放
送
、Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
、Ｆ
Ｍ
い
わ

て
、テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ
プ
）

■
避
難
者
受
入

　
大
槌
町
吉
里
吉
里
地
区
か
ら
志
和
公
民
館
に
37
世

帯
８３
人
を
受
け
入
れ（
３
月
１９
日
か
ら
）

　一般
家
庭
で
の
受
け
入
れ
は
４６
世
帯
１
１
７
人（
３

月
２８
日
現
在
）

■
支
援
物
資
の
搬
送
　
大
槌
町
、山
田
町
、田
野
畑
村

へ
述
べ
７
回
搬
送（
３
月
１５
日
か
ら
継
続
中
）

■
現
地
炊
き
出
し
　
吉
里
吉
里
避
難
所
で
豚
汁

3
0
0
食
を
提
供(

３
月
２０
日)

■
救
援
物
資
の
受
入
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て（
３
月
２３

日
ま
で
）

■
職
員
派
遣
　
沿
岸
地
域
へ
４
人（
３
月
１７
日
か
ら
継

続
中
）

■
火
葬
受
入
　（
３
月
１７
日
か
ら
）

町
内
対
応

被
災
地
対
応

地割れした道路（片寄地区・町道野際二ツ森線）崩れた橋げた 佐比内地区では陥没被害

閉鎖された
東北自動車道役場に設置された災害対策本部品薄となったコンビニエンスストア

ガソリンスタンドにできた
車の行列

携帯ショップの
充電サービス

中央公民館に避難所を開設吉里吉里から避難者を受け入れ 断水地区に給水車が出動

　
３
月
11
日(

金)

午
後
２
時
46
分
、平
穏
な
日
常
を
暗
転
さ
せ

る
気
象
台
観
測
史
上
類
を
見
な
い
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
大

地
震
が
東
日
本
を
襲
い
、太
平
洋
岸
に
は
明
治
29
年
を
超
え
る

大
津
波
が
襲
来
し
ま
し
た
。当
町
に
お
い
て
も
震
度
５
弱
の
大

き
な
横
揺
れ
が
約
２
分
40
秒
間
続
き
、地
震
発
生
直
後
か
ら
52

時
間
続
い
た
停
電
や
、約
３
週
間
続
い
た
燃
料
不
足
が
、市
民
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
、町
内
で
は
多
く
の
人
た
ち
に
よ
る

支
援
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。大
槌
町
の
被
災
者

受
け
入
れ
や
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た

沿
岸
地
域
へ
の
支
援
活
動
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

3 4月号しわネット



●
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
断
水

●
小
屋
敷
地
内
の
田
ん
ぼ
が
地
盤
沈
下

●
佐
比
内
地
区
の
横
町
か
ら
砥
ケ
崎
地
内
で
断
水

●
本
管
漏
水
疑
い（
赤
沢
浄
水
場
エ
リ
ア
を
調
査
）

●
県
交
通
バ
ス
は
、日
詰
線
国
道
４
号
、長
岡
線
二

中
前
経
由
の
み
運
行

●
す
こ
や
か
号
は
燃
料
不
足
の
た
め
当
面
運
休

●
携
帯
電
話
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
て
、紫
波
町
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
情
報
を
発
信

３
月
15
日（
火
）

●
日
詰
地
区
で
ガ
ラ
ス
４
枚
破
損

●
佐
比
内
地
区
の
ぶ
ど
う
畑
で
地
割
れ

●
平
沢
地
区
で
瓦
屋
根
破
損

●
北
上
市
で
漏
水
多
数（
送
水
量
減
る
可
能
性
あ

り
、給
水
支
援
準
備
）

●
燃
料
不
足
か
ら
盛
岡
市
の
火
葬
場
、ゴ
ミ
処
理
機

能
ス
ト
ッ
プ

●
東
北
電
力
か
ら
計
画
停
電
検
討
予
告（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

岩
手
、宮
城
、福
島
、八
戸
周
辺
除
外

●
ご
み
収
集
19
日
以
降
取
り
止
め

●
J
R
在
来
線（
盛
岡
〜
花
巻
間
）復
旧

●
県
交
通
バ
ス
の
運
行
は
18
日
ま
で

３
月
16
日（
水
）

●
赤
石
地
区
の
民
家
で
瓦
屋
根
破
損
を
確
認

●
Ｊ
Ａ
西
部
、志
和
、星
山
、長
岡
の
各
倉
庫
で
計
１

万
８
千
袋
の
荷
崩
れ
を
確
認

●
水
道
は
８
割
回
復
、一部
濁
り
有
り

●
被
災
地
の
遺
体
を
火
葬
開
始

●
各
集
積
所
に
収
集
停
止
の
チ
ラ
シ
張
り
付
け
を

指
示

●
被
災
者
受
入
可
能
人
数
を
県
に
報
告（
地
区
公

民
館
、町
営
住
宅
）

●
町
内
開
業
医
は
数
日
開
業
で
き
る（
往
診
は
中

止
）

●
各
産
直
に
米
の
確
保
を
要
請

３
月
17
日（
木
）

●
水
分
地
区
で
漏
水
工
事
の
た
め
断
水（
５
〜
６

戸
）

●
J
R
在
来
線（
盛
岡
〜
北
上
間
）復
旧

●
紫
波
中
央
駅
前
駐
車
場
を
拡
大
し
無
料
開
放

３
月
18
日（
金
）

●
宮
古
保
健
所
管
内
へ
町
職
員
１
人
、保
健
師
２
人

を
派
遣

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

３
月
19
日（
土
）

●
吉
里
吉
里
か
ら
71
人
の
被
災
者
を
志
和
公
民
館

に
受
け
入
れ

●
大
槌
町
で
支
援
す
る
豚
汁
炊
き
出
し
準
備

３
月
20
日（
日
）

●
大
槌
町
で
豚
汁
炊
き
出
し（
３
０
０
人
分
）を
支

援
●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

●
吉
里
吉
里
か
ら
16
人
の
被
災
者
を
志
和
公
民
館

に
受
け
入
れ

３
月
21
日（
月
）

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

●
志
和
公
民
館（
避
難
所
）用
の
毛
布
、布
団
な
ど
を

県
か
ら
調
達

３
月
22
日（
火
）

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

３．11大震災の記憶
吉
里
吉
里
と
の

交
流
26
年

志
和
公
民
館
で

避
難
者
受
け
入
れ

　

志
和
公
民
館
と
吉
里
吉

里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、昭
和

60
年
か
ら「
ふ
る
さ
と
交
流

学
習
会
」と
い
う
事
業
で
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
吉
里
吉
里
、秋
は
志
和

で
そ
れ
ぞ
れ
地
元
な
ら
で
は

の
体
験
を
し
て
、児
童
宅
に

民
泊
す
る
の
で
す
。こ
れ
ま

で
の
26
年
間
で
子
ど
も
た
ち

２
７
５
３
人
と
そ
の
家
族
が

交
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

志
和
公
民
館
の
北
條

文
雄
館
長
は「
地
区
民
か
ら

『
何
と
か
救
済
で
き
な
い
も

の
か
』と
話
が
出
て
い
た
と

こ
ろ
に
町
か
ら
声
が
か
か

り
、被
災
し
た
方
々
の
日
常
が
い
く
ら
か
で
も

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
。皆
さ
ん
憔し

ょ
う
す
い悴

し
き
っ
た
表
情
で
し
た

が
、一日
も
早
く
気
持
ち
に
ゆ
と
り
と
平
静
さ
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
語
っ
て
お

り
、二
人
の
お
孫
さ

ん
と一
緒
に
避
難
し

て
き
た
大
槌
町
の

中
村
光み

つ

さ
ん
は「
平

成
19
年
と
21
年
に
志
和
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
て
い
ま
し
た
の
で
、こ
ち
ら
に
向
か
う
と
き

は
、気
持
ち
に
負
担
は
な
く
、安
堵
感
が
あ
り
ま

し
た
。到
着
し
て
か
ら
ご
飯
を
食
べ
、温
泉
に
も

入
り
、後
か
ら
後
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し

た
。残
し
て
き
た
家
族
に
も
体
験
さ
せ
た
い
で

す
」と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

赤
石・古
館・水
分
で
支
援
体
制
の
協
議

　

今
後
の
支
援

要
請
に
備
え
、町

は
各
地
区
公
民

館
の
被
災
者
受

入
可
能
人
数
を

調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、赤

石
、古
館
、水
分

の
各
公
民
館
で

は
、要
請
が
来

た
と
き
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
、事
前
に
支
援
体

制
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。赤

石
公
民
館
で
は
、婦
人
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議

会
、民
生
委
員
な
ど
13
団
体
と
個
人
が
集
ま
り
、

食
材
や
布
団
を
持
っ
て
集
ま
る
こ
と
や
、風
呂
場

を
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
個
人
宅
の
確
保
な
ど
、具

体
的
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

畜
産
農
家
が
餌
不
足
に

　

養
豚
業
を
営
む
水
分
地
区
の
阿
部
秀
夫
さ

ん
は
、地
震
後
の
状
態
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま
す
。

「
流
通
が
途

絶
え
た
た
め

に
餌
が
届

か
ず
、被
災

後
の
１
週
間

は
、普
段
の

３
分
の
１
の

量
し
か
餌

を
与
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。特
に
子
豚
用
の
人
工
乳
が
不

足
し
、ス
ト
レ
ス
か
ら
死
ん
で
し
ま
う
子
豚
が
い

た
ほ
ど
で
す
。や
っ
と
届
い
た
餌
は
銘
柄
や
中
身

が
違
う
た
め
、良
質
の
餌
だ
け
を
与
え
て
育
て

た
ブ
ラ
ン
ド
肉
と
し
て
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
し
、

市
場
が
１
週
間
機
能
し
な
か
っ
た
影
響
か
ら
出

荷
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
収
入
に
影
響
し
て
い
ま
す
。良
質
な

豚
肉
を
提
供
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
信
頼
を
失

う
こ
と
に
な
る
の
が
不
安
で
す
」

野
菜
農
家
に
も
影
響

　

イ
チ
ゴ
を
ハ

ウ
ス
栽
培
し
て

い
る
赤
石
地
区

の
松
田
公
夫
さ

ん
は「
３
月
か
ら

出
荷
を
迎
え
る

の
で
、灯
油
を

燃
料
に
し
て
ハ

ウ
ス
内
の
温
度

を
５
度
以
上
に

調
整
し
な
け
れ

4

昭和60年第1回ふるさと交流学習会避難者を迎える北條館長（右端）

大槌町の中村さん

赤石公民館での協議の様子

餌不足に悩む阿部さん

生育の遅れを心配する松田さん



●
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
断
水

●
小
屋
敷
地
内
の
田
ん
ぼ
が
地
盤
沈
下

●
佐
比
内
地
区
の
横
町
か
ら
砥
ケ
崎
地
内
で
断
水

●
本
管
漏
水
疑
い（
赤
沢
浄
水
場
エ
リ
ア
を
調
査
）

●
県
交
通
バ
ス
は
、日
詰
線
国
道
４
号
、長
岡
線
二

中
前
経
由
の
み
運
行

●
す
こ
や
か
号
は
燃
料
不
足
の
た
め
当
面
運
休

●
携
帯
電
話
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
て
、紫
波
町
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
情
報
を
発
信

３
月
15
日（
火
）

●
日
詰
地
区
で
ガ
ラ
ス
４
枚
破
損

●
佐
比
内
地
区
の
ぶ
ど
う
畑
で
地
割
れ

●
平
沢
地
区
で
瓦
屋
根
破
損

●
北
上
市
で
漏
水
多
数（
送
水
量
減
る
可
能
性
あ

り
、給
水
支
援
準
備
）

●
燃
料
不
足
か
ら
盛
岡
市
の
火
葬
場
、ゴ
ミ
処
理
機

能
ス
ト
ッ
プ

●
東
北
電
力
か
ら
計
画
停
電
検
討
予
告（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

岩
手
、宮
城
、福
島
、八
戸
周
辺
除
外

●
ご
み
収
集
19
日
以
降
取
り
止
め

●
J
R
在
来
線（
盛
岡
〜
花
巻
間
）復
旧

●
県
交
通
バ
ス
の
運
行
は
18
日
ま
で

３
月
16
日（
水
）

●
赤
石
地
区
の
民
家
で
瓦
屋
根
破
損
を
確
認

●
Ｊ
Ａ
西
部
、志
和
、星
山
、長
岡
の
各
倉
庫
で
計
１

万
８
千
袋
の
荷
崩
れ
を
確
認

●
水
道
は
８
割
回
復
、一部
濁
り
有
り

●
被
災
地
の
遺
体
を
火
葬
開
始

●
各
集
積
所
に
収
集
停
止
の
チ
ラ
シ
張
り
付
け
を

指
示

●
被
災
者
受
入
可
能
人
数
を
県
に
報
告（
地
区
公

民
館
、町
営
住
宅
）

●
町
内
開
業
医
は
数
日
開
業
で
き
る（
往
診
は
中

止
）

●
各
産
直
に
米
の
確
保
を
要
請

３
月
17
日（
木
）

●
水
分
地
区
で
漏
水
工
事
の
た
め
断
水（
５
〜
６

戸
）

●
J
R
在
来
線（
盛
岡
〜
北
上
間
）復
旧

●
紫
波
中
央
駅
前
駐
車
場
を
拡
大
し
無
料
開
放

３
月
18
日（
金
）

●
宮
古
保
健
所
管
内
へ
町
職
員
１
人
、保
健
師
２
人

を
派
遣

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

３
月
19
日（
土
）

●
吉
里
吉
里
か
ら
71
人
の
被
災
者
を
志
和
公
民
館

に
受
け
入
れ

●
大
槌
町
で
支
援
す
る
豚
汁
炊
き
出
し
準
備

３
月
20
日（
日
）

●
大
槌
町
で
豚
汁
炊
き
出
し（
３
０
０
人
分
）を
支

援
●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

●
吉
里
吉
里
か
ら
16
人
の
被
災
者
を
志
和
公
民
館

に
受
け
入
れ

３
月
21
日（
月
）

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

●
志
和
公
民
館（
避
難
所
）用
の
毛
布
、布
団
な
ど
を

県
か
ら
調
達

３
月
22
日（
火
）

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
、吉
里
吉
里

小
学
校
へ
支
援
物
資
を
運
搬

３．11大震災の記憶
ば
な
ら
な
い
大
事
な
時
期
で
し
た
。し
か
し
、流

通
が
途
絶
え
た
影
響
で
灯
油
不
足
に
な
り
、追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

毎
日
、灯
油
の
残
量
を
気
に
し
な
が
ら
最
低
限
の

暖
房
し
か
で
き
ず
、す
っ
か
り
生
育
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。２
週
間
以
上
た
っ
た
今
で
も
、必
要

最
低
限
の
量
し
か
購
入
で
き
な
い
状
態
で
す
。い

つ
ま
で
こ
の
状
況
が
続
く
の
か
先
が
見
え
な
い

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や

る
だ
け
で
す
」と
前
向
き
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

町
商
工
会
が
物
資
搬
送

　
紫
波
町
商
工
会（
大
野
晴
久
会
長
）は
、陸
前

高
田
市
商
工
会
を
支
援
す
る
た
め
、食
糧
や
衣

類
な
ど
、在
庫
が
あ
る
商
品
を
会
員
の
店
舗
か

ら
集
め
、２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
と
ワ
ゴ
ン
車
各
1
台

分
に
乗
せ
て
搬
送
し
ま
し
た
。陸
前
高
田
市
商

工
会
は
、昨
年
11
月
に「
な
ん
バ
ザ・ホ
ー
ル
」を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
際
に
、応
援
に
駆
け
付
け
て

海
産
物
を
ふ
る
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
縁
が
あ
り

ま
し
た
。被
災
後
は
同
商
工
会
が
機
能
し
な
く

な
っ
た
た
め
、小
さ
い
避
難
所
な
ど
に
物
資
を
届

け
て
い
る
県
中
小
企
業
家
同
友
会
へ
支
援
物
資

を
運
び
ま
し
た
。

青
年
部
Ｏ
Ｂ
も
支
援

　
紫
波
町
商
工
会
の
元
青
年
部
役
員
は
、被
災

し
た
大
船
渡
市
三
陸
町
に
支
援
物
資
を
届
け
ま

し
た
。三
陸
町
商
工
会
と
は
、大
船
渡
市
に
編
入

前
の
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
ま

つ
り
に
お
互
い
が
出
店
す
る
間
柄
。今
回
の
津

波
被
害
を
知
り
、当
時
交
流
し
た
青
年
部
役
員

Ｏ
Ｂ
ら
８
人
が
集
ま
り
、有
線
放
送
を
使
っ
て
町

内
に
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。一般
の
人
た
ち

か
ら
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
１
台
と
ワ
ゴ
ン
車
１
台
分

の
練
炭
や
衣
類
、食
糧
な
ど
が
集
ま
り
、３
月
27

日
に
三
陸
町
の
越
喜
来
地
区
と
綾
里
地
区
に
送

り
届
け
ま
し
た
。

古
館
で
は
気
仙
地
区
に
学
用
品

　

被
災
し
た

気
仙
小
学
校

と
気
仙
中
学

校
を
支
援
し

よ
う
と
、同

校
出
身
の
紫

波
町
民
が
、

古
館
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通

し
て
学
用
品

な
ど
の
支
援

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、受
入
先
の
古
館
公
民

館
に
は
、文
房
具
や
ラ
ン
ド
セ
ル
、運
動
靴
や
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
が
、た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仕
分
け
作
業
を
し

て
い
た
高
校
生
や
大
学
生
た
ち
は「
少
し
で
も

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の
手
助
け
を
し
た
い
」と

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
こ
そ
地
域
力

　
今
回
の
大
地
震
は
、自
動
車
燃
料
の
不
足
に

よ
る
物
流
停
滞
や
、電
気・電
話
が
使
え
な
い
状

況
で
の
情
報
伝
達
の
難
し
さ
と
い
っ
た
課
題
を

残
し
ま
し
た
。万
全
と
言
わ
れ
た
堤
防
を
飲
み

込
む
大
津
波
を
報
道

で
知
り
、防
災
に
は

万
全
は
な
い
こ
と
も

痛
感
し
ま
し
た
。し

か
し
、備
え
が
な
け

れ
ば
、も
っ
と
被
害
が

拡
大
し
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、町
内
で
活

躍
さ
れ
た
消
防
団
員

や
民
生
委
員
、公
民

館
関
係
者
、そ
し
て

自
主
防
災
組
織
な
ど

の
よ
う
に
、災
害
時

に
は
近
く
に
住
む
人

た
ち
が
一
番
頼
り
に

な
る
存
在
で
す
。良

好
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

を
築
き
、助
け
合
え

る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
回

の
地
震
災
害
を
教
訓
に
、町
で
暮
ら
す
誰
も
が

共
存
共
栄
で
き

る
よ
う
に
、日
ご

ろ
か
ら
災
害
に

備
え
た
い
も
の

で
す
。

5 4月号しわネット

避難所へ配給する炊き出し山田町に支援物資を届けました

ラ・フランス温泉館は、吉里
吉里から避難してきた人たち
を毎日無料で温泉に招待し、
３月２６日には避難所にひっ
つみ１００食を提供▼

支援物資を仕分けする学生たち
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青森県
八戸市

久慈市

宮古市

釡石市

大船渡市
陸前高田市

気仙沼市

石巻市

盛岡市秋田市

山形市

福島市

仙台市

相馬市
南相馬市

いわき市

宮城県

秋田県

山形県

福島県

岩手県

2011年3月11日14時46分に三陸沖（牡鹿半島
の東南東約130km付近）の深さ約24kmで発
生したマグニチュード9.0の海溝型地震。気象
庁発表によるM9.0は地震の規模としては1923
年の関東大震災のM7.9を上回る日本国内観測
史上最大、アメリカ地質調査所（USGS）の
情報によれば1900年以降、世界でも4番目の
もの。東北地方を中心として大きな被害をだ
し、1都9県が災害救助法の適用をうけた。

東北地方太平洋沖地震

青森市

鰺ヶ沢町

栗原市

一関市

郡山市

二戸市

　
現
在
も
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
懸
命

の
捜
索
活
動
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
作

業
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、太
平
洋
沿
岸

被
災
市
町
村
の一日
も
早
い
復
興
を
衷
心

よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、震
災
前
の
３
月
２
日
、３

月
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
所
信
表
明
か

ら
、新
年
度
に
お
け
る
町
づ
く
り
の
方
針
を

紹
介
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
に
か
け
て
の
大
雪
災
害
に
お

き
ま
し
て
は
、被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
に
対
し
て
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
景
気
は
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き

が
見
ら
れ
、足
踏
み
状
態
を
脱
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、中
東
の
政
治
情
勢
が
不
安
定
な
こ

と
も
あ
り
、先
行
き
は
、好
調
な
新
興
国
経

済
や
消
費
の
改
善
で
回
復
を
望
む
も
の
で

す
。政
府
は
１
月
26
日
に
、平
成
23
年
度
末

の
国
債
借
入
額
と
政
府
短
期
証
券
を
合
わ

せ
て
、国
債
残
高
９
９
７
兆
７
０
９
８
億
円

を
上
回
る
と
発
表
し
ま
し
た
。国
民一人
当

た
り
７
８
３
万
円
で
あ
り
、23
年
度
中
に
１

０
０
０
兆
円
を
突
破
す
る
見
込
み
で
す
。23

年
度
政
府一般
会
計
予
算
案
は
、22
年
度
比

０・１
％
増
の
９
２
兆
４
０
０
０
億
円
で
あ

り
、財
源
は
、税
収
よ
り
国
債
発
行
額
の
方

が
高
く
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
き

く
崩
れ
て
い
る
状
況
で
す
。米
国
の
格
付
会

社
の
発
表
に
よ
る
と
、長
期
国
債
の
格
付
け

が「
ダ
ブ
ル
Ａ
」か
ら「
ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ

ス
」に
ラ
ン
ク
が
下
が
り
ま
し
た
。　
原
因

は
、財
政
赤
字
が
今
後
数
年
間
高
止
ま
り

す
る
た
め
と
の
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
に
、経

済
の
低
迷
か
ら
国
際
不
安
に
つ
な
が
る
傾

向
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　一方
、県
内
経
済
に
お
い
て
も
生
産
活
動

は
緩
や
か
な
上
昇
で
あ
り
、公
共
事
業
も
低

調
な
こ
と
か
ら
雇
用
も
鈍
く
、全
般
的
に
弱

い
動
き
で
あ
り
ま
す
。県
内
経
済
人
の
経
済

見
通
し
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も「
本

年
度
も
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
が
大
部

分
で
あ
り
ま
し
た
。徐
々
に
回
復
を
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
総
理
は
、環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
参
加
決
意

に
つ
い
て
唐
突
に
表
明
し
ま
し
た
。関
税
な

ど
国
境
措
置
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、本
町

に
お
い
て
主
要
４
品
目
で
あ
り
ま
す
、米･

小
麦・牛
肉・豚
肉
を
対
象
に
試
算
し
た
結

果
、82
億
円
の
生
産
額
の
約
５
割
に
あ
た
る

39
億
円
が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
紫
波
町
農
業
経
営
安
定
対

策
会
議
を
結
成
し
、政
府
に
対
し「
反
対
要

望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。今
後
と
も
町
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
を
勘
案
し
運
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

が
ん
ば
ろ
う

岩
手
！

助
け
あ
お
う

日
本
！

　
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
沿
岸
各
地
は

も
と
よ
り
、
内
陸
部
も
長
期
に
渡
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
へ

の
被
害
、
分
断
さ
れ
た
交
通
網
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
人
が
数
々
の
危
機
か
ら
立
ち

上
が
っ
た
歴
史
が
示
す
と
お
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
こ
の
苦
境
も
き
っ
と
跳
ね
返
せ
る
は
ず
で
す
。

【負傷者】14人
秋田県

【死者】3,709人
【行方不明者】4,422人
【負傷者】144人
※避難状況50,202人

岩
手
県

【死者】7,781人
【行方不明者】6,620人
【負傷者】2,569人
※避難状況56,386人

宮
城
県

【死者】2人
【負傷者】26人

山形県

【死者】12,731人
【行方不明者】14,706人
【負傷者】4,373人

人
的
被
害（4月8日午前10時現在警察庁）

（各合計値および注記のないものは総
務省消防庁の数値、内訳は一部抜粋）

【全壊】48,564棟
【半壊】10,020棟

物
的
被
害

【死者】3人
【行方不明者】1人
【負傷者】71人
※避難状況864人

青
森
県

【死者】1,179人
【行方不明者】3,660人
【負傷者】229人
※避難状況26,061人

福
島
県

所
信
表
明

特
別
編

環太平洋戦略的経済連携協定（T r a n s -P a c i fi c 
Partnership、またはTrans-Pacific　Strategic　Economic 
Partnership　Agreement）は、2006年5月に4カ国加盟で発
効した経済連携協定。加盟国間の経済制度、即ち、サービス、
人の移動、基準認証などに於ける整合性を図り、貿易関税に
ついては例外品目を認めない形の関税撤廃をめざしている。

TPPは2010年3月から、政府間交渉が開始され、物品貿易
に加え、投資、サービス、政府調達など幅広い分野を対象
としている。ラウンドと呼ばれる交渉会合のスケジュール
は、2011年まではすでに開催予定国が決定している。

TPPとは

2010年 3月  第1回　オーストラリア
 6月 第2回  アメリカ合衆国
 10月 第3回  ブルネイ
 12月 第4回  ニュージーランド

チリ

ペルー

メキシコ

カナダ

中国

ロシア

米国

オーストラリア

ニュージーランド

パプアニューギニア

台湾
香港

ベトナム

タイ
マレーシア ブルネイ

シンガポール
インドネシア

フィリピン

韓国
日本

2011年 2月  第5回　チリ
 3月 第6回　シンガポール
 6月 第7回　ベトナム
 9月 第8回　アメリカ合衆国
 10月 第9回　ペルー 
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青森県
八戸市

久慈市

宮古市

釡石市

大船渡市
陸前高田市

気仙沼市

石巻市

盛岡市秋田市

山形市

福島市

仙台市

相馬市
南相馬市

いわき市

宮城県

秋田県

山形県

福島県

岩手県

2011年3月11日14時46分に三陸沖（牡鹿半島
の東南東約130km付近）の深さ約24kmで発
生したマグニチュード9.0の海溝型地震。気象
庁発表によるM9.0は地震の規模としては1923
年の関東大震災のM7.9を上回る日本国内観測
史上最大、アメリカ地質調査所（USGS）の
情報によれば1900年以降、世界でも4番目の
もの。東北地方を中心として大きな被害をだ
し、1都9県が災害救助法の適用をうけた。

東北地方太平洋沖地震

青森市

鰺ヶ沢町

栗原市

一関市

郡山市

二戸市

　
現
在
も
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
懸
命

の
捜
索
活
動
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
作

業
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、太
平
洋
沿
岸

被
災
市
町
村
の一日
も
早
い
復
興
を
衷
心

よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、震
災
前
の
３
月
２
日
、３

月
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
所
信
表
明
か

ら
、新
年
度
に
お
け
る
町
づ
く
り
の
方
針
を

紹
介
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
に
か
け
て
の
大
雪
災
害
に
お

き
ま
し
て
は
、被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
に
対
し
て
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
景
気
は
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き

が
見
ら
れ
、足
踏
み
状
態
を
脱
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、中
東
の
政
治
情
勢
が
不
安
定
な
こ

と
も
あ
り
、先
行
き
は
、好
調
な
新
興
国
経

済
や
消
費
の
改
善
で
回
復
を
望
む
も
の
で

す
。政
府
は
１
月
26
日
に
、平
成
23
年
度
末

の
国
債
借
入
額
と
政
府
短
期
証
券
を
合
わ

せ
て
、国
債
残
高
９
９
７
兆
７
０
９
８
億
円

を
上
回
る
と
発
表
し
ま
し
た
。国
民一人
当

た
り
７
８
３
万
円
で
あ
り
、23
年
度
中
に
１

０
０
０
兆
円
を
突
破
す
る
見
込
み
で
す
。23

年
度
政
府一般
会
計
予
算
案
は
、22
年
度
比

０・１
％
増
の
９
２
兆
４
０
０
０
億
円
で
あ

り
、財
源
は
、税
収
よ
り
国
債
発
行
額
の
方

が
高
く
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
き

く
崩
れ
て
い
る
状
況
で
す
。米
国
の
格
付
会

社
の
発
表
に
よ
る
と
、長
期
国
債
の
格
付
け

が「
ダ
ブ
ル
Ａ
」か
ら「
ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ

ス
」に
ラ
ン
ク
が
下
が
り
ま
し
た
。　
原
因

は
、財
政
赤
字
が
今
後
数
年
間
高
止
ま
り

す
る
た
め
と
の
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
に
、経

済
の
低
迷
か
ら
国
際
不
安
に
つ
な
が
る
傾

向
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　一方
、県
内
経
済
に
お
い
て
も
生
産
活
動

は
緩
や
か
な
上
昇
で
あ
り
、公
共
事
業
も
低

調
な
こ
と
か
ら
雇
用
も
鈍
く
、全
般
的
に
弱

い
動
き
で
あ
り
ま
す
。県
内
経
済
人
の
経
済

見
通
し
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も「
本

年
度
も
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
回
答
が
大
部

分
で
あ
り
ま
し
た
。徐
々
に
回
復
を
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
総
理
は
、環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
参
加
決
意

に
つ
い
て
唐
突
に
表
明
し
ま
し
た
。関
税
な

ど
国
境
措
置
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、本
町

に
お
い
て
主
要
４
品
目
で
あ
り
ま
す
、米･

小
麦・牛
肉・豚
肉
を
対
象
に
試
算
し
た
結

果
、82
億
円
の
生
産
額
の
約
５
割
に
あ
た
る

39
億
円
が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
紫
波
町
農
業
経
営
安
定
対

策
会
議
を
結
成
し
、政
府
に
対
し「
反
対
要

望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。今
後
と
も
町
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
を
勘
案
し
運
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

が
ん
ば
ろ
う

岩
手
！

助
け
あ
お
う

日
本
！

　
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
沿
岸
各
地
は

も
と
よ
り
、
内
陸
部
も
長
期
に
渡
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
へ

の
被
害
、
分
断
さ
れ
た
交
通
網
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
人
が
数
々
の
危
機
か
ら
立
ち

上
が
っ
た
歴
史
が
示
す
と
お
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
こ
の
苦
境
も
き
っ
と
跳
ね
返
せ
る
は
ず
で
す
。

【負傷者】14人
秋田県

【死者】3,709人
【行方不明者】4,422人
【負傷者】144人
※避難状況50,202人

岩
手
県

【死者】7,781人
【行方不明者】6,620人
【負傷者】2,569人
※避難状況56,386人

宮
城
県

【死者】2人
【負傷者】26人

山形県

【死者】12,731人
【行方不明者】14,706人
【負傷者】4,373人

人
的
被
害（4月8日午前10時現在警察庁）

（各合計値および注記のないものは総
務省消防庁の数値、内訳は一部抜粋）

【全壊】48,564棟
【半壊】10,020棟

物
的
被
害

【死者】3人
【行方不明者】1人
【負傷者】71人
※避難状況864人

青
森
県

【死者】1,179人
【行方不明者】3,660人
【負傷者】229人
※避難状況26,061人

福
島
県

所
信
表
明

特
別
編

環太平洋戦略的経済連携協定（T r a n s -P a c i fi c 
Partnership、またはTrans-Pacific　Strategic　Economic 
Partnership　Agreement）は、2006年5月に4カ国加盟で発
効した経済連携協定。加盟国間の経済制度、即ち、サービス、
人の移動、基準認証などに於ける整合性を図り、貿易関税に
ついては例外品目を認めない形の関税撤廃をめざしている。

TPPは2010年3月から、政府間交渉が開始され、物品貿易
に加え、投資、サービス、政府調達など幅広い分野を対象
としている。ラウンドと呼ばれる交渉会合のスケジュール
は、2011年まではすでに開催予定国が決定している。

TPPとは

2010年 3月  第1回　オーストラリア
 6月 第2回  アメリカ合衆国
 10月 第3回  ブルネイ
 12月 第4回  ニュージーランド
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2011年 2月  第5回　チリ
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未
来
の
た
め
に

第
２
次
紫
波
町

総
合
計
画
実
施
に
向
け
て

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で 

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で

つ
く
り
ま
す

豊
か
な
自
然
と
元
気
な
産
業
が

共
栄
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

人
と
情
報
が
つ
な
が
り
あ
う

快
適
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

人
と
情
報
が
つ
な
が
り
あ
う

快
適
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
を
誇
り
に
思
え
る

子
ど
も
を
育
て
ま
す

対
話
と
協
働
で
豊
か
な
行
政
が

息
づ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

　
先
人
た
ち
が
苦
難
の
道
を
歩
み
な
が
ら
こ
の
町
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
を
思
う
時
、後
世
に
何
を

残
し
、何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
か
を
真
摯
に
受
け
止
め
、今
何
を
や
る
べ
き
か
、ど
う
行
動
す
べ
き
か

を
考
慮
し
て
着
手
す
る
の
が
、第
二
次
紫
波
町
総
合
計
画
が
始
ま
る
本
年
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、紫
波
町
は
、将
来
に
向
け
て
、明
る
く
住
み
よ
い
町
、多
様
性
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を

構
築
す
る
た
め
に
、新
た
な
自
治
体
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
時
で
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、「
活
力

あ
る
紫
波
町
」の
建
設
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

所
信
表
明

特
別
編

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
始
ま
る「
第
２

次
紫
波
町
総
合
計
画
」は
、人
や
地
域

の
き
ず
な
を
深
め
、こ
れ
ま
で
町
が
積

み
重
ね
て
き
た「
協
働
」を
深
化
さ
せ
、

「
つ
な
が
り
、支
え
合
う
、豊
か
な
公
」

と
し
て
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
資
源
を

出
し
合
い
、共
有
す
る
社
会
で
住
民
一
人

一
人
が
参
加
し
、助
け
合
い
、自
立
し
て

い
く
社
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
紫
波
中
央
駅
前
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
平
成

24
年
度
よ
り
開
設
さ

れ
る
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
の
準
備
と
不

妊
に
悩
む
方
々
の
た
め
の
治
療
費
の
補

助
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
い
や
ま
荘

の
ベ
ッ
ド
２０
床
増
加
な
ど
を
行
い
つ
つ
、

「
第
２
期
元
気
は
つ
ら
つ
紫
波
計
画
」を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
紫
波
町
農
林
公
社
を
認
定

し
、多
角
的
に
農
林
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

「
環
境
・
循
環
基
本
計
画
紫
波

２
１
０
０
」を
平
成
23
年
度
か

ら
10
年
計
画
で
始
め
ま
す
。

　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
内
の
情
報

交
流
館
、図
書
館
整
備
が
進
む

紫
波
中
央
駅
前
整
備
事
業
、平

成
23
年
度
策
定
の
新
庁
舎
建

設
計
画
ほ
か
、上・下
水
道
、通

信
分
野
な
ど
の
整
備
を
含
め
、

町
民
が
等
し
く
安
全
で
安
心

し
て
住
め
る
地
域
社
会
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
英
語
学
習
の
充
実
や

海
外
派
遣
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。ま

た
、親
子
の
き
ず
な
を
し
っ
か
り
と
築
い

て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
、弁
当
持
参

の
日
を
設
定
い
た
し
ま
す
。こ
れ
は
将

来
、男
女
に
か
か
わ
ら
ず
家
事
を
分
担

し
、食
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
か
ら「
持
続
的
に
自
立
で

き
る
紫
波
町
行
財
政
計
画
」に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、実
質
公
債
費
比
率
が
平
成

22
年
度
に
19・０
％
と
、１
年
繰
り
上
げ
て

実
現
し
、さ
ら
に
平
成
25
年
度
15・０
％
に

な
る
予
定
で
す
。今
後
計
画
し
て
い
る
地

区
創
造
会
議
の
活
発
化
、水
道
事
業
所
広

域
化
、地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も

市
民
参
加
に
よ
り
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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、今
何
を
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、ど
う
行
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き
か

を
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し
て
着
手
す
る
の
が
、第
二
次
紫
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町
総
合
計
画
が
始
ま
る
本
年
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、紫
波
町
は
、将
来
に
向
け
て
、明
る
く
住
み
よ
い
町
、多
様
性
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を

構
築
す
る
た
め
に
、新
た
な
自
治
体
の
在
り
方
を
模
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し
て
い
く
時
で
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、「
活
力

あ
る
紫
波
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」の
建
設
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

所
信
表
明

特
別
編

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
始
ま
る「
第
２

次
紫
波
町
総
合
計
画
」は
、人
や
地
域

の
き
ず
な
を
深
め
、こ
れ
ま
で
町
が
積

み
重
ね
て
き
た「
協
働
」を
深
化
さ
せ
、

「
つ
な
が
り
、支
え
合
う
、豊
か
な
公
」

と
し
て
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
資
源
を

出
し
合
い
、共
有
す
る
社
会
で
住
民
一
人

一
人
が
参
加
し
、助
け
合
い
、自
立
し
て

い
く
社
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
紫
波
中
央
駅
前
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
平
成

24
年
度
よ
り
開
設
さ

れ
る
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
の
準
備
と
不

妊
に
悩
む
方
々
の
た
め
の
治
療
費
の
補

助
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
い
や
ま
荘

の
ベ
ッ
ド
２０
床
増
加
な
ど
を
行
い
つ
つ
、

「
第
２
期
元
気
は
つ
ら
つ
紫
波
計
画
」を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
紫
波
町
農
林
公
社
を
認
定

し
、多
角
的
に
農
林
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

「
環
境
・
循
環
基
本
計
画
紫
波

２
１
０
０
」を
平
成
23
年
度
か

ら
10
年
計
画
で
始
め
ま
す
。

　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
内
の
情
報

交
流
館
、図
書
館
整
備
が
進
む

紫
波
中
央
駅
前
整
備
事
業
、平

成
23
年
度
策
定
の
新
庁
舎
建

設
計
画
ほ
か
、上・下
水
道
、通

信
分
野
な
ど
の
整
備
を
含
め
、

町
民
が
等
し
く
安
全
で
安
心

し
て
住
め
る
地
域
社
会
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
英
語
学
習
の
充
実
や

海
外
派
遣
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。ま

た
、親
子
の
き
ず
な
を
し
っ
か
り
と
築
い

て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
、弁
当
持
参

の
日
を
設
定
い
た
し
ま
す
。こ
れ
は
将

来
、男
女
に
か
か
わ
ら
ず
家
事
を
分
担

し
、食
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
か
ら「
持
続
的
に
自
立
で

き
る
紫
波
町
行
財
政
計
画
」に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、実
質
公
債
費
比
率
が
平
成

22
年
度
に
19・０
％
と
、１
年
繰
り
上
げ
て

実
現
し
、さ
ら
に
平
成
25
年
度
15・０
％
に

な
る
予
定
で
す
。今
後
計
画
し
て
い
る
地

区
創
造
会
議
の
活
発
化
、水
道
事
業
所
広

域
化
、地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も

市
民
参
加
に
よ
り
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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歳入歳出
民生費

31億5,280万円
（25.2％）
前年比+8.9％

衛生費
10億7,057万円
（8.6％）
前年比+6.7％

消防費
4億2,452万円
（3.4％）
前年比△0.9％

公債費
10億7,603万円
（8.6％）
前年比△36.8％

教育費
15億4,262万円
（12.4％）
前年比+2.3％

総務費
11億4,494万円
（9.2％）
前年比△3.1％

積立金
3,708万円
（0.3％）前年比+31.6％

公債費
10億5,436万円
（8.4％）
前年比△37.5％

扶助費 12億4,205万円
（9.9％）前年比+5.5％

補助費等
27億9,456万円
（22.4％）
前年比+47.7％

災害復旧事業費
100万円
（0.0％）
前年比 0.0％

町税
28億5,881万円
（22.9%）
前年比△4.1%

地方交付税
43億2,361万円
（34.6%）
前年比+1.8%

国・県支出金
21億8,065万円
（17.5%）
前年比+20.4%

町債
12億6,913万円
（10.2%）
前年比+24.1%

使用料・負担金
3億3,891万円
（2.7%）
前年比△8.3%

基金等繰入金 3億9,688万円
（3.2%）前年比△21.1%

その他
5億1,992万円

（4.1%）前年比△1.3%

譲与税・交付金
6億367万円

（4.8%）前年比△4.2%

自主財源
41億1,452万円
（32.9%）
前年比△6.1％ 

依存財源
83億7,706万円

（67.1%）
前年比＋8.6％ 

土木費
24億7,789万円
（19.8％）
前年比+43.7％

議会費
1億7,519万円
（1.4％）前年比+36.1％

予備費 500万円
（0.0％）前年比 0.0％

農林水産業費
11億1,987万円
（9.0％）
前年比△6.5％

労働費 1億4,937万円
（1.2％）前年比+15.5％

商工費
1億5,178万円
（1.2％）前年比△18.5％

災害復旧費
100万円
（0.0％）前年比 0.0％

歳出

人件費
21億481万円
（16.9％）
前年比△0.7％

物件費
20億9,233万円
（16.7％）
前年比+12.4％

維持補修費
1億2,312万円
（1.0％）前年比+6.0％

普通建設事業費
20億3,162万円
（16.3％）
前年比+43.8％

出資金及び貸付金
3億6,087万円
（2.9％）前年比+276.8％

繰出金 6億4,478万円
（5.2％）前年比△62.0％

予備費 500万円
（0.0％）前年比 0.0％

歳入

性質別
経費

入
っ
て
く
る
お
金

　
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
、

●
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
た
税
金（
町
税
）

●
国
に
納
め
た
税
金
が
国
か
ら
町
に
交
付

さ
れ
る
お
金（
譲
与
税
・
交
付
金
、
地

方
交
付
税
）

●
使
用
料
や
負
担
金

●
特
定
の
事
業
を
す
る
た
め
に
国
や
県
か

ら
も
ら
う
補
助
金

●
貯
金
を
崩
し
た
お
金（
基
金
繰
入
金
）

●
政
府
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金

　（町
債
）

な
ど
で
す
。

　
入
っ
て
く
る
お
金
を
町
税
の
よ
う
に
町

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る「
自
主
財
源
」

と
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
、
町
債
の
よ

う
に
ほ
か
か
ら
入
る「
依
存
財
源
」に
分

け
る
と
、
自
主
財
源
は
約
33
％
、
依
存
財

源
は
約
67
％
で
、
約
３
分
の
２
を
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に

使
う
の
で
し
ょ
う

　
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
か
事
業
科

目
ご
と
と
性
質
ご
と
の
２
種
類
の
表
で
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
事
業
科
目
で
は
、
障
害
者
や
老
人
、
児

童
福
祉
に
使
わ
れ
る「
民
生
費
」、
道
路
や

河
川
に
使
わ
れ
る「
土
木
費
」、
小
・
中
学

校
や
社
会
教
育
等
に
使
わ
れ
る「
教
育
費
」

が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
分
け
て
金
額
の
大
き
い
順
に

見
て
み
る
と
、
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
の

「
補
助
費
等
」、
議
員
や
委
員
、
職
員
に
係

る「
人
件
費
」、
各
種
事
務
事
業
の
委
託

料
や
賃
金
、
備
品
購
入
費
等
の「
物
件

費
」、
道
路
や
河
川
、
学
校
な
ど
公
共
施

設
等
を
建
設
す
る「
普
通
建
設
事
業
費
」、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の

「
扶
助
費
」の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財政関連ページ http://office.town.shiwa.iwate.jp/kakuka/seisaku/seisaku/zaisei/zaiseijoukyou_shiwa.asp

 平成２３年度  一般会計予算

町の予算

１
２
４
億
９
１
５
８
万
円
の

使
い
道
は
？ 

平
成
２３
年
度
の一
般
会
計
予
算
は
１
２
４
億
９
１
５
８
万
円
、

平
成
22
年
度
と
比
較
し
て
３
億
９
９
６
０
万
円（
３
・
３
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

町
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
約
36
万
円
の
予
算
で
す
。

町
に
は
ど
ん
な
お
金
が
入
っ
て
き
て

ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

予
算
の
中
身
を
探
っ
て
み
ま
す
。
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２
４
億
９
１
５
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の
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は
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成
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度
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％
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と
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の
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す
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て
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ま
す
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議会費
●町村議会議員共済会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,841万円
総務費
●庁舎整備事業（審議会、整備手法構築）・・・・・・・・・1,658万円
●住民満足度調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・241万円
●滞納管理システム導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・495万円
●経済センサス（本調査）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143万円
●知事・県議会議員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・980万円
●町議会議員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,581万円
●農業委員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・652万円
●土地改良区総代選挙（鹿妻穴堰）・・・・・・・・・・・・・・・・・・57万円
民生費
●地域福祉計画基礎調査委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143万円
●老人福祉施設等整備費負担金・補助金・・・・・・・・・・2,431万円
●(仮称)子育て応援センター備品設置、備品購入・・・・・・950万円
●オガールプラザ出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,000万円
●子ども手当支給システム改修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円
●子ども手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億7,140万円
●放課後こどもクラブ運営事業(運営委託、施設整備)・・・・3,421万円
衛生費
●任意予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,606万円
　（子宮頸がん、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、小児等インフルエンザ）
●住民健康管理支援システム導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・230万円
●循環型エコプロジェクト推進事業・・・・・・・・・・・・・・・1,108万円
●し尿等投入処理施設整備基本計画策定業務委託・・・・・・・200万円
●下水道事業会計負担金・補助金（小規模）・・・・・・・・・522万円
●下水道事業会計負担金・補助金・出資金（管理型）・・・2,009万円
労働費
●雇用安定対策事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円

●新規高卒者等雇用奨励事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・120万円
農林水産業費
●農林業公社設立出えん金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200万円
●重点品目生産拡大補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円
●低コスト肉用牛農家育成事業補助金・・・・・・・・・・・・・2,324万円
●下水道事業会計負担金・補助金（農集）・・・・・・・3億9,898万円
商工費
●紫波町企業立地奨励金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・152万円
●観光ＰＲ用ＤＶＤ制作業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105万円
土木費
●紫波中央駅前地区街路灯ＬＥＤ化工事・・・・・・・・・・・・7,800万円
●町道古館駅前北通線改良舗装工事・・・・・・・・・・・・・・・1,900万円
●都市計画基礎調査資料作成業務委託・・・・・・・・・・・・・・800万円
●紫波中央駅前整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9億8,600万円
●紫波中央駅前整備関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,222万円
●紫波中央駅東側駐車場整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,100万円
●下水道事業会計負担金・補助金・出資金（公共）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億1,876万円
消防費
●小型動力ポンプ付積載車購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・990万円
●消火栓設置工事費負担金（未給水地区）・・・・・・・・・・・672万円
教育費
●小学校教師用指導書購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,268万円
●長岡小学校屋内運動場新築工事・・・・・・・・・・・・・2億3,800万円
●中学校スクールバス運転業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・・517万円
●紫波第二中学校校舎耐震補強工事・・・・・・・・・・・・・・・8,270万円
●図書館開設準備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億2,774万円
●中央公民館耐震補強工事実施設計業務委託・・・・・・・300万円

（　　）は対前年度

新規事業・主要事業

基　金　名

H22年度までの地方債現在高

H21年度末
 103億   337万円 99億　953万円 8億7,779万円 12億6,913万円 103億     87万円

 31億2,448万円 36億6,943万円 1億4,476万円 5億3,883万円 40億6,350万円

会　　計　　名 予算額（対前年度増減率）
 廃止　　　　　
 廃止　　　　　
 廃止　　　　　

 34億　291万円  (+  0.4％)
 2億1,115万円  (△  1.3％)
 23億2,350万円  (+10.0％)

 811万円   (+  1.1％)
 59億4,567万円  (△21.2％)

一般会計からの繰入額
ー　　　
ー　　　
ー　　　

 1億8,272万円
 6,487万円

 3億3,512万円
 ー　　　

 5億8,271万円

H22年度末見込A

H23年度中の増減見込額

元金償還額 B

H23年度末現在高

見込額 （A-B+C）起債額 C

H22年度末見込A

貯金はあるの？

いったい借金っていくらあるの？

5億2,811万円
2億9,258万円
2億3,006万円
8,327万円

2億3,935万円

H23年度中の増減見込額
取り崩し B
2億1,928万円
1億2,000万円
2,607万円
310万円

　　2,850万円

H23年度末現在高
見込額 （A-B+C）
3億   883万円
1億9,423万円
2億1,894万円
8,017万円

2億1,086万円

積み立て C
0

2,165万円
1,495万円

0
1万円

主要な新規事業など（平成23年度一般会計）

平成２３年度特別会計の状況

平成２３年度下水道事業会計の状況 平成２３年度水道事業会計の状況

　新規事業は、小学校屋内運動場新築工事（約２億４千万円）、任意予防接種事業（約８千万円）、紫波中央
駅前地区街路灯LED化工事（約８千万円）、下水道事業会計負担金・補助金（約１１億４千万円）などがあげら
れます。継続している事業は、紫波中央駅前整備事業（約９億９千万円）、図書館開設準備事業（約１億３千
万円）、中学校耐震補強工事（約８千万円）などです。

町債残高3 1

2

4

　町の借金を「町債」と言います。小学校屋内運動場新築工事や中学校耐震補強工事、紫波中央駅前整備な
どの建設事業債や地方交付税の不足を補う臨時財政対策債など今年も約13億円の借金をする予定ですが、
公債費負担適正化計画に基づき約９億円を返済する予定です。
　これにより、平成23年度末の町債残高は約100億円になります。町民1人当たりにすると約30万円にな
ります。
　町債のほかに、将来支払う約束をしている金額（債務負担行為による支出予定額）が約21億円あります。

特別会計・水道事業会計
　保健医療事業などは一般会計とは別に事業ごとに特別会計を起こして予算を管理しています。予算額を前
年度と比較すると後期高齢者医療特別会計は減額となりましたが、そのほかの会計は増額となりました。
　水道事業は「公営企業会計」という独立採算で運営されています。下水道事業についても、本年度から「公
営企業会計」で運営されることになりました。予算も収益的収支と資本的収支に区別します。

基金残高
　町には借金返済のためとか、野村胡堂・あらえびす記念館やラ・フランス温泉館の維持修繕のためなど、使い道
が特定されている貯金があります。
　平成23年度はこの貯金から約４億円をおろして使うことにしており、町の貯金の残高は年々少なくなっています。

公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
管 理 型 浄 化 槽 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
介護予防サービス計画事業 
特 別 会 計 　 合 計

6億8,802万円 (+  6.5％)
6億8,189万円 (+  9.4％)
1億8,700万円 (+15.0％)
4億　685万円 (+  3.7％)

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

財 政 調 整 基 金
町 債 管 理 基 金
まち づくり基 金
国 際 交 流 基 金
社会福祉事業基金

会　計　名 予　算　額
11億8,433万円
13億8,743万円
10億2,033万円
15億9,916万円

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

会　計　名 予　算　額

（H23年度新設）

うち臨時財政対策債

地　方　債　額

財政関連ページ http://office.town.shiwa.iwate.jp/kakuka/seisaku/seisaku/zaisei/zaiseijoukyou_shiwa.asp
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議会費
●町村議会議員共済会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,841万円
総務費
●庁舎整備事業（審議会、整備手法構築）・・・・・・・・・1,658万円
●住民満足度調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・241万円
●滞納管理システム導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・495万円
●経済センサス（本調査）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143万円
●知事・県議会議員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・980万円
●町議会議員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,581万円
●農業委員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・652万円
●土地改良区総代選挙（鹿妻穴堰）・・・・・・・・・・・・・・・・・・57万円
民生費
●地域福祉計画基礎調査委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143万円
●老人福祉施設等整備費負担金・補助金・・・・・・・・・・2,431万円
●(仮称)子育て応援センター備品設置、備品購入・・・・・・950万円
●オガールプラザ出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,000万円
●子ども手当支給システム改修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円
●子ども手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億7,140万円
●放課後こどもクラブ運営事業(運営委託、施設整備)・・・・3,421万円
衛生費
●任意予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,606万円
　（子宮頸がん、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、小児等インフルエンザ）
●住民健康管理支援システム導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・230万円
●循環型エコプロジェクト推進事業・・・・・・・・・・・・・・・1,108万円
●し尿等投入処理施設整備基本計画策定業務委託・・・・・・・200万円
●下水道事業会計負担金・補助金（小規模）・・・・・・・・・522万円
●下水道事業会計負担金・補助金・出資金（管理型）・・・2,009万円
労働費
●雇用安定対策事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円

●新規高卒者等雇用奨励事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・120万円
農林水産業費
●農林業公社設立出えん金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200万円
●重点品目生産拡大補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円
●低コスト肉用牛農家育成事業補助金・・・・・・・・・・・・・2,324万円
●下水道事業会計負担金・補助金（農集）・・・・・・・3億9,898万円
商工費
●紫波町企業立地奨励金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・152万円
●観光ＰＲ用ＤＶＤ制作業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105万円
土木費
●紫波中央駅前地区街路灯ＬＥＤ化工事・・・・・・・・・・・・7,800万円
●町道古館駅前北通線改良舗装工事・・・・・・・・・・・・・・・1,900万円
●都市計画基礎調査資料作成業務委託・・・・・・・・・・・・・・800万円
●紫波中央駅前整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9億8,600万円
●紫波中央駅前整備関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,222万円
●紫波中央駅東側駐車場整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,100万円
●下水道事業会計負担金・補助金・出資金（公共）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億1,876万円
消防費
●小型動力ポンプ付積載車購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・990万円
●消火栓設置工事費負担金（未給水地区）・・・・・・・・・・・672万円
教育費
●小学校教師用指導書購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,268万円
●長岡小学校屋内運動場新築工事・・・・・・・・・・・・・2億3,800万円
●中学校スクールバス運転業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・・517万円
●紫波第二中学校校舎耐震補強工事・・・・・・・・・・・・・・・8,270万円
●図書館開設準備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億2,774万円
●中央公民館耐震補強工事実施設計業務委託・・・・・・・300万円

（　　）は対前年度

新規事業・主要事業

基　金　名

H22年度までの地方債現在高

H21年度末
 103億   337万円 99億　953万円 8億7,779万円 12億6,913万円 103億     87万円

 31億2,448万円 36億6,943万円 1億4,476万円 5億3,883万円 40億6,350万円

会　　計　　名 予算額（対前年度増減率）
 廃止　　　　　
 廃止　　　　　
 廃止　　　　　

 34億　291万円  (+  0.4％)
 2億1,115万円  (△  1.3％)
 23億2,350万円  (+10.0％)

 811万円   (+  1.1％)
 59億4,567万円  (△21.2％)

一般会計からの繰入額
ー　　　
ー　　　
ー　　　

 1億8,272万円
 6,487万円

 3億3,512万円
 ー　　　

 5億8,271万円

H22年度末見込A

H23年度中の増減見込額

元金償還額 B

H23年度末現在高

見込額 （A-B+C）起債額 C

H22年度末見込A

貯金はあるの？

いったい借金っていくらあるの？

5億2,811万円
2億9,258万円
2億3,006万円
8,327万円

2億3,935万円

H23年度中の増減見込額
取り崩し B
2億1,928万円
1億2,000万円
2,607万円
310万円

　　2,850万円

H23年度末現在高
見込額 （A-B+C）
3億   883万円
1億9,423万円
2億1,894万円
8,017万円

2億1,086万円

積み立て C
0

2,165万円
1,495万円

0
1万円

主要な新規事業など（平成23年度一般会計）

平成２３年度特別会計の状況

平成２３年度下水道事業会計の状況 平成２３年度水道事業会計の状況

　新規事業は、小学校屋内運動場新築工事（約２億４千万円）、任意予防接種事業（約８千万円）、紫波中央
駅前地区街路灯LED化工事（約８千万円）、下水道事業会計負担金・補助金（約１１億４千万円）などがあげら
れます。継続している事業は、紫波中央駅前整備事業（約９億９千万円）、図書館開設準備事業（約１億３千
万円）、中学校耐震補強工事（約８千万円）などです。

町債残高3 1

2

4

　町の借金を「町債」と言います。小学校屋内運動場新築工事や中学校耐震補強工事、紫波中央駅前整備な
どの建設事業債や地方交付税の不足を補う臨時財政対策債など今年も約13億円の借金をする予定ですが、
公債費負担適正化計画に基づき約９億円を返済する予定です。
　これにより、平成23年度末の町債残高は約100億円になります。町民1人当たりにすると約30万円にな
ります。
　町債のほかに、将来支払う約束をしている金額（債務負担行為による支出予定額）が約21億円あります。

特別会計・水道事業会計
　保健医療事業などは一般会計とは別に事業ごとに特別会計を起こして予算を管理しています。予算額を前
年度と比較すると後期高齢者医療特別会計は減額となりましたが、そのほかの会計は増額となりました。
　水道事業は「公営企業会計」という独立採算で運営されています。下水道事業についても、本年度から「公
営企業会計」で運営されることになりました。予算も収益的収支と資本的収支に区別します。

基金残高
　町には借金返済のためとか、野村胡堂・あらえびす記念館やラ・フランス温泉館の維持修繕のためなど、使い道
が特定されている貯金があります。
　平成23年度はこの貯金から約４億円をおろして使うことにしており、町の貯金の残高は年々少なくなっています。

公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
管 理 型 浄 化 槽 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
介護予防サービス計画事業 
特 別 会 計 　 合 計

6億8,802万円 (+  6.5％)
6億8,189万円 (+  9.4％)
1億8,700万円 (+15.0％)
4億　685万円 (+  3.7％)

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

財 政 調 整 基 金
町 債 管 理 基 金
まち づくり基 金
国 際 交 流 基 金
社会福祉事業基金

会　計　名 予　算　額
11億8,433万円
13億8,743万円
10億2,033万円
15億9,916万円

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

会　計　名 予　算　額

（H23年度新設）

うち臨時財政対策債

地　方　債　額

財政関連ページ http://office.town.shiwa.iwate.jp/kakuka/seisaku/seisaku/zaisei/zaiseijoukyou_shiwa.asp
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平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る「
循
環
型
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
」に
、本
年
度
か
ら
新

た
に「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」を

対
象
に
加
え
ま
し
た
。ま
た
、「
間

伐
材
の
搬
出
」の
交
付
ポ
イ
ン
ト

を
見
直
し
２
倍
に
し
ま
し
た
。

　
　
循
環
型
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
は
、
町
内
の
住
民
や
団
体
が
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
貢

献
す
る
と
商
品
券
「
エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ

ク
ー
ポ
ン
券
」
が
も
ら
え
る
〝
循
環

型
の
ま
ち
づ
く
り
〞
に
則
し
た
事

業
で
す
。

　
町
は
、
民
間
活
力
に
よ
る
森
づ
く
り
の
促
進
事

業
と
し
て
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
「
紫
波
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
、
２
月
か
ら
新
た

に
２
社
の
企
業
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
協
定
締

結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
は
こ
れ
ま
で
、（
株
）故
郷
の
山
、Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
東

北
販
売（
株
）、（
株
）東
北
銀
行
の
３
社
と
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
す
で
に
町
内
の
森
林
に
お
い
て
、

植
樹
や
間
伐
・
除
伐
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 　

平
成
22
年
度
か
ら
紫
波
町
ご
み
減
量

女
性
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
、
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
啓
発
が
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
紫
波
町

内
で
約
１
０
０
人
の
方
々
が
、
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
の
堆
肥

化
と
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利

用
者
か
ら
は
「
生
ご
み
と
し
て
集
積
所

に
出
す
量
が
減
っ
て
楽
に
な
っ
た
」「
入

れ
た
生
ご
み
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
く

か
ら
、
毎
日
様
子
を
見
な
が
ら
か
き
混

ぜ
る
の
が
楽
し
い
」「
臭

い
が
気
に
な
ら
な
い
か
ら

台
所
に
お
い
て
も
大
丈

夫
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

と
は
】

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

を
ピ
ー
ト
モ
ス
な
ど
の
基

材
と
一
緒
に
段
ボ
ー
ル
箱

に
入
れ
て
堆
肥
化
す
る
こ

と
で
す
。
好
気
型
発
酵
に

よ
り
生
ご
み
特
有
の
嫌
な

臭
い
は
な
く
、
生
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
交
付
対
象
】

　
町
内
で
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

キ
ッ
ト
を
購
入
し
た
人
が
対
象
で
す
。

※

キ
ッ
ト
取
扱
場
所

　
・
フ
リ
マ
探
偵
団
く
ま
が
い

　
・
紫
波
み
ら
い
研
究
所

　
・
役
場
環
境
課

【
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
】

　
１
基
の
購
入
に
つ
き
５
０
０
ポ
イ
ン

ト
分
の
エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
ク
ー
ポ
ン
券
を
交

付
し
ま
す
。

※

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
上
限
は
、
１
年
度

に
つ
き
１
世
帯
４
基
購
入
分
ま
で

【
Ｃ
Ｏ 

は
ど
れ
ほ
ど
削
減
で
き
る
の
？
】

　
町
内
で
は
、生
ご
み
の
大
半
が
清
掃

セ
ン
タ
ー
で
堆
肥
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
内
で
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
焼
却
し
て

い
た
と
仮
定
し
、そ
れ
を
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
に
切
り
替
え
た
場
合
、１
世
帯

当
た
り
年
間
約
４
０
０
㌔
㌘
の
Ｃ
Ｏ 

が

削
減
さ
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
、約
３
カ
月
間

生
ご
み
を
処
理
す
る
の
で
、１
基
当
た

り
に
換
算
す
る
と
約
１
０
０
㌔
㌘
の
Ｃ

Ｏ 

が
削
減
さ
れ
ま
す
。

　
間
伐
材
を
搬
出
し
た
と
き
に
交
付
す

る
エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
ク
ー
ポ
ン
券
の
ポ
イ
ン

ト
数
を
約
２
倍
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

搬
出
さ
れ
た
間
伐
材
は
、
化
石
燃
料
の

代
替
と
し
て
チ
ッ
プ
や
ま
き
、
く
い
な

ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

【
見
直
し
の
内
容
】

　
間
伐
材
を
指
定
さ
れ
た
場
所
ま
で
搬

出
し
た
と
き
、
間
伐
材
１
０
０
㌔
㌘
ご

と
に
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
分
を
交
付
し
ま

す
。

　
紫
波
町
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
考
え
る
会（
石

川
喜
一
会
長
、
事
務
局
・
紫
波
み
ら
い
研
究

所
）
は
３
月
６
日
、
紫
波
総
合
高
等
学
校
に

お
い
て
「
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
可
能
性
を
知

る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
80
人

が
参
加
の
も
と
、
長
野
県
富
士
見
高
校
の
養

蜂
部
「
ハ
ッ
チ
・
ｂ
ｅ
ｅ
・
８
」
の
活
動
発

表
と
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、
玉
川
大
学
ミ
ツ
バ

チ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
中
村
純
教
授
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
教
授
は
「
春
か
ら

秋
ま
で
通
し
て
花
が
咲
い
て
い
る
ハ
チ
が
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

株式会社エルテス（菅原貴弘社長）
 所 在 地　東京都港区西新橋 1丁目18番 14号
　　　　　  小里会館ビル 6F
 業務内容　逆SEOといわれている「レビュテー

ション（評判）対策」といったネット
上での誹謗中傷などで被害を受ける企
業のための対策サービスを先駆けて展
開している企業。

 活動内容　山屋地内の森林 16,718 平方㍍の
植樹や間伐などを５年間実施。

株式会社藤村商会（藤村文昭社長）
 所 在 地　（本店）紫波郡矢巾町流通センター南

三丁目9番 7号
 業務内容　管工機材専門商社で、環境に配慮し

た商品を率先して販売すると共に、職
場においても環境に配慮した行動を
実践し、盛岡商工会議所主催「第１
回ＣＯ2 削減コンテスト」努力賞を受
賞。また、「いわて地球環境にやさし
い事業所」に認定されています。

 活動内容　小屋敷地内の森林 18,329 平方㍍の
間伐や除伐作業を10年間実施。

環
の
く紫

波
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
ク
ー
ポ
ン
券
の
交
付
を
拡
大

「
紫
波
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
」
新
た
に
２
社

ニホンミツバチの可能性
寸劇と講演で楽しく分かりやすく

た
い
ひ

　

間
伐
材
搬
出
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
２
倍

（株）藤村商会との協定締結式（左から盛岡広域振興局中田局長、（株）藤村商会
藤村社長、藤原町長、紫波みらい研究所阿部理事長）

富士見高校の養蜂部「ハッチ・bee・８」の活動発表の様子

　

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

キ
ッ
ト
購
入
者
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ

段ボールコンポストの
キット一式
段ボールコンポストの
キット一式

ひ ぼう

エ
イ
ト

２

２

２
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ション（評判）対策」といったネット
上での誹謗中傷などで被害を受ける企
業のための対策サービスを先駆けて展
開している企業。

 活動内容　山屋地内の森林 16,718 平方㍍の
植樹や間伐などを５年間実施。

株式会社藤村商会（藤村文昭社長）
 所 在 地　（本店）紫波郡矢巾町流通センター南

三丁目9番 7号
 業務内容　管工機材専門商社で、環境に配慮し

た商品を率先して販売すると共に、職
場においても環境に配慮した行動を
実践し、盛岡商工会議所主催「第１
回ＣＯ2 削減コンテスト」努力賞を受
賞。また、「いわて地球環境にやさし
い事業所」に認定されています。

 活動内容　小屋敷地内の森林 18,329 平方㍍の
間伐や除伐作業を10年間実施。

環
の
く紫

波
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
ク
ー
ポ
ン
券
の
交
付
を
拡
大

「
紫
波
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
」
新
た
に
２
社

ニホンミツバチの可能性
寸劇と講演で楽しく分かりやすく

た
い
ひ

　

間
伐
材
搬
出
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ
２
倍

（株）藤村商会との協定締結式（左から盛岡広域振興局中田局長、（株）藤村商会
藤村社長、藤原町長、紫波みらい研究所阿部理事長）

富士見高校の養蜂部「ハッチ・bee・８」の活動発表の様子

　

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

キ
ッ
ト
購
入
者
に

エ
コ
ｂ
ｅ
ｅ

段ボールコンポストの
キット一式
段ボールコンポストの
キット一式

ひ ぼう

エ
イ
ト

２

２

２
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玉ねぎの香りの成分で、涙の原因となる硫化アリ
ルは、ビタミンB１の吸収を助けて、新陳代謝を活
発にします。また、コレステロールの代謝を促し、血
液をサラサラにする効果もあります。

【小玉ねぎのベーコン煮】
小玉ねぎ…200ｇ、ベーコン…２枚、調
味料（白ワイン…大さじ１、コンソメ…大
さじ1/2）、水…150cc
【じゃが芋の酢の物】
じゃが芋…２個、にんじん…1/4個、か
いわれ大根…1/2パック、調味料（酢…
大さじ２、水…大さじ１、薄口しょうゆ…
大さじ１と1/2、砂糖…小さじ２）

【小玉ねぎのベーコン煮】
①小玉ねぎは大きめのものは、半分か1/4のくし型、ベーコンは1cmくら
いに切る。
②小さめの鍋に①と調味料、水を入れ、中火で煮る。
③煮立ったら、火を弱めてさらに20分くらい煮たら出来上がり。
【じゃが芋の酢の物】
①じゃが芋とにんじんはごく細いせん切りにし、たっぷりの水にさらす。
②①をさっとゆでて水気をきり、冷ましておく。
③かいわれ大根は根元をおとす。
④調味料と水を混ぜ合わせ、②と和えたら、かいわれ大根を添えて出来
上がり。

『小玉ねぎのベーコン煮』と
『じゃが芋の酢の物』

体 よ ろ こ ぶ レ シ ピ

紫波町食生活改善推進員協議会
佐比内地区会員
工藤 亮子さんのレシピです

今月の
素材
POINT

材料（４人分） 作り方

しわ
健やかランド

［紫波健康情報コーナー］

お知らせ

任意の予防接種が一部無料になります
　町は、厚生労働省から通知された「ワクチン接種緊急促進事業実施要領」に基づいて、次のワクチンの無料接種を実
施します。（予防接種法に基づかない任意接種です）

全国的にワクチン不足が続いています。詳しくは案内通
知をご覧ください。
◆対 象 者 中学1年生～高校1年生相当年齢の女子
 （平成７年４月２日～平成１１年４月１日生れ）
◆接種回数 ３回
◆接種期間 ４月１日～平成２４年３月３１日まで

※対象者には個別通知をしています。接
種スケジュールや委託医療機関などは
通知をご覧ください。接種前に必ず医
療機関に予約してください。

◆対 象 者 平成１８年４月２日以降に生まれた
 ２カ月～５歳未満の子
 （接種日において５歳未満の乳幼児）
◆接種回数 接種時の年齢によって接種回数が異なります。
 標準的接種スケジュール
 （生後２カ月以上～７カ月齢未満の場合）

※標準的接種スケジュールに合わない月
齢のお子さんは、かかりつけ医と接種回
数や時期について必ず相談しましょう。

◆接種期間　４月１日～平成２４年３月３１日まで
※接種前に必ず医療機関に予約してくだ
さい。予診票は委託医療機関に設置し
てあります。

◆対 象 者 平成１８年４月２日以降に生まれた２カ月～５歳
 未満の子（接種日において５歳未満の乳幼児）
◆接種回数 接種時の年齢によって接種回数が異なります。
 標準的接種スケジュール
 （生後２カ月以上～７カ月齢未満の場合）

※標準的接種スケジュールに合わない月
齢のお子さんは、かかりつけ医と接種回
数や時期について必ず相談しましょう。

◆接種期間 ４月１日～平成２４年３月３１日まで
※接種前に必ず医療機関に予約してください。
予診票は委託医療機関に設置してあります。

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）

紫波郡内のヒブと小児用肺炎球菌ワクチン接種委託医療機関

ヒブワクチン

【問合せ】　長寿健康課　健康推進室　☎672-4522　有線01-8991

○加藤胃腸科内科医院 ……………… ☎672-3699
○すずきあきひこ消化器内科クリニック   ☎671-2011
○はたふく医院 ………………………… ☎672-2121
○川守田医院 ………………………… ☎676-5553
○たがね小児科………………………… ☎672-2753
○横川産婦人科医院 ………………… ☎676-3811
○志和診療所 ………………………… ☎673-7805
○直嶋医院 …………………………… ☎673-6967
○渡辺内科医院 ……………………… ☎672-3667
○寺井こどもクリニック ……………… ☎698-2202
○成田内科胃腸科医院 ……………… ☎698-1212
○みちのく療育園 ……………………… ☎611-0600

１ 回 目 接 種
4～8週間の間隔

2 回 目 接 種
4～8週間の間隔

3 回 目 接 種
おおむね1年間の間隔

4 回 目 接 種

１回 目 接 種2～6ヵ
月齢

12～
15ヵ
月齢

27日以上の間隔

2 回 目 接 種
27日以上の間隔

3 回 目 接 種
27日以上、60日未満の間隔
※3回目までの接種は1歳未満に行う

追 加 接 種
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岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278　　　  中央葬祭センター  
「シンセラホール紫波」

シンセラホール紫波中央葬祭
センター

☎676-7676
FAX676-4404

お気軽にご相談ください

葬儀に関する
事前相談・お見積
承ります

葬儀に関する
事前相談・お見積
承ります

葬儀に関する
事前相談・お見積
承ります 不動産の売買・仲介、自社開発宅地・建物分譲

広告有効期限／平成23年5月31日

　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替をお考えの皆さんへ

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（1）2255号

最新情報はホームページへ

分譲販売中分譲販売中
古館NT内   5区画
北日詰大日堂 6区画

残り
宅 地 古館駅

前郷分譲地
全20区画
現存造成工事進行中
5月下旬完成予定

古館駅
前郷分譲地
全20区画
現存造成工事進行中
5月下旬完成予定

E-mail yoyaku@lafrance.co.jp
URL  http://www.lafrance.co.jp/〒028-3444  岩手県紫波郡紫波町小屋敷字新在家90番地 FAX 019-673-8556

019-673-8555つるりん

ハダカとハダカのおつきあい!ラ･フランスで一家だんらん。

東北地方太平洋沖地震の被害に遭われた皆様におかれましては、心
よりお見舞い申し上げると共に一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
当社では、自園自醸ワイン紫波「紫あ波せワイン」の売上に対する一
部を、復興支援の義援金として寄付いたしております。
また、資源節約のため、当面の間は営業時間が10:00～21:00へ変
更となります。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

株式会社紫波まちづくり企画

○品種：ふじ（わい化樹） 
○料金：10,000円
○オーナー会会員証発行
　   贈答や家庭用りんごあわせて
      30kg保証
　   文字入リンゴもできます

リンゴ・ワイン用ブドウの
オーナー募集

リンゴ・ワイン用ブドウの
オーナー募集

紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手）（株）紫波フルーツパーク（紫波町第三セクター）
URL http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/☎019-676-5301

特
典

○料金：1口3,000円（何口でも加入OK）
○オーナー会会員証発行
　   オリジナルラベル付ワイン2本
　  　（3,150円相当）
　   ワイン会等のイベント案内
　   ポイントカード発行
　  　（1,000円で1ポイント、20ポイントで5％割引）

特
典

限定先着
20人

自然豊かな農園でご家族や仲間と一緒に
楽しい農作業体験ができます。
秋には美味しいリンゴやワインが
自分のものになります。お楽しみに…

自然豊かな農園でご家族や仲間と一緒に
楽しい農作業体験ができます。
秋には美味しいリンゴやワインが
自分のものになります。お楽しみに…

「リンゴ」オーナー
「ワイン用ぶどう」オーナー
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ま ち の 話 題

「銭形平次」国際大会５位

日
詰
商
店
街
で
ひ
な
ま
つ
り

エフエム岩手・紫波支局 4月4日開局
ふるさと元気隊Tuesday「紫波こびるＦＭ」

おいしい交流  ひなまんじゅう作り

　
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
の（
株
）エ
フ

エ
ム
岩
手
は
、４
月
４
日
に
紫
波
支

局「
紫
波
こ
び
る
Ｆ
Ｍ
」の
開
局
式
を

行
い
ま
し
た
。す
で
に
開
局
し
て
い

る
県
内
４
つ
の
支
局
と
共
に「
ふ
る

さ
と
元
気
隊
」の一員
と
し
て
、町
の

観
光
や
物
産
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
ま
す
。今
回
の
開
局

は
、国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ

る
も
の
で
、放
送
期
間
は
平
成
24
年

３
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

■
放
送
日
時
　
４
月
５
日
か
ら
毎
週
火

曜
日・午
後
３
時
〜
午
後
３
時
45
分

■
周
波
数
　
76・１
MHz
　

■
問
合
せ  （
株
）エ
フ
エ
ム
岩
手

　
☎（
６
２
５
）５
５
１
１
　

役
場
商
工
観
光
課
　
観
光
交
流
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　
内
線 

３
６
３
１

形
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、

商
店
街
で
も
10
店
以
上
が

ひ
な
人
形
を
飾
り
付
け
ま

し
た
。平
井
邸
で
は
特
製

弁
当
や
甘
酒
、お
汁
粉
な

ど
も
販
売
さ
れ
、訪
れ
た

人
た
ち
は
、一
足
早
い
ひ
な

ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　
２
月
25
日
か
ら
28
日
ま

で
の
３
日
間
、日
詰
商
店

街
で
紫
波
の
ひ
な
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。往

時
の
姿
を
今
に
残
す
大
正

時
代
の
邸
宅
平
井
邸
に

は
、町
内
の一般
家
庭
に
保

管
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代

か
ら
現
代
ま
で
の
ひ
な
人

紫波こびる
FM

スタッフを
紹介

パーソナリティー
近藤菜穂子さん（埼玉県出身）

「4月から紫波町民、番組ともども
よろしくお願いします」

ディレクター
兼ミキサー

伊藤誌麻
さん

（盛岡市
在住）

「リクエス
ト曲や

お便りを
お待ち

していま
す」

支局長兼リポーター中村裕子さん（滝沢村在住）「紫波の魅力を明るく元気にお伝えします」

た
ち
は
、日
ご
ろ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た

ち
の
お
世
話
を
し
て

い
る
そ
よ
か
ぜ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
９
人
か
ら

教
わ
り
な
が
ら
、も
ち

米
と
う
る
ち
米
の
粉

を
練
り
上
げ
た
生
地

に
あ
ん
玉
を
入
れ
、木

型
で
花
形
に
型
取
り
、

食
紅
で
色
づ
け
を
し

ま
し
た
。月
組
の
浦
田

優
香
ち
ゃ
ん
は「
型
に
入

れ
る
の
が
面
白
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
冬
空
続
き
の
３
月
２

日
、虹
の
保
育
園
で
ひ
な

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。74
人
の
児
童

　
消
防
団
第一分
団
第一

部（
日
詰
地
区
）の
消
防

ポ
ン
プ
車
が
更
新
さ
れ
、

３
月
25
日
に
役
場
庁
舎

前
で
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。購
入
費
用
は
１

７
７
４・５
万
円
で
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車

を
更
新

　
第
23
回
昭
和
新
山
国
際

雪
合
戦
大
会
は
、２
月
26
、

27
の
両
日
、北
海
道
荘
瞥

町
で
開
催
さ
れ
、県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
町
雪
合
戦

協
会
所
属「
銭
形
平
次
チ
ー

ム
」は
、一般
の
部
で
５
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。予
選
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
を
含
む
１

５
２
チ
ー
ム
が
参
加
。準
決

勝
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た

16
チ
ー
ム
が
争
う
決
勝

リ
ー
グ
に
駒
を
進
め
、見
事

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、来
シ
ー
ズ
ン
の

シ
ー
ド
枠
も
獲
得
し
た
そ

う
で
す
。

そ
う 

べ
つ

新車両と第一分団第一部の皆さん

右が銭形平次チーム、ちょっと危ない場面

「ほら、こうやって包むんだよ」

平井邸に飾られた享保びな

　当町にとって大切な基幹産業である農
林業は、近年、農産物の価格低迷や後
継者不足、規制緩和政策など、とても厳
しい環境に置かれています。
　このような状況を踏まえ、町は、地域
活性化と農林業の持続的発展を目的に、
４月１日に「紫波町農林公社」を設立しま
した。農林業を営む皆さんへの情報提供
と各種相談に応じる「農林業の総合窓口」
を目指します。詳しい内容は今後の『紫
波ネット』などで順次お知らせします。
■所在地　紫波町役場 別館１階（旧水
道事業所）
■問合せ　紫波町農林公社
☎９０７-６９３３　有線０１－２７１８

　町はこれまで、紫波中央駅前都市整備事業（通称、オガール
プロジェクト）を推進するにあたり、広報紙やホームページ、イベ
ントなどを通じて、町民や企業の皆さまに周知を図ってまいりま
した。いよいよ、官民複合施設「オガールプラザ」整備事業が着
工時期を迎え、具体的に動き出します。そこで、『紫波ネット4月
号』から毎月、「オガール通信」の欄を設けまして、オガールプロ
ジェクトの“現在（いま）”をお知らせすることといたしました。
　４月３０日には、待望の岩手県フットボールセンターがオープ
ンします。オガールプラザの建設工事につきましては、東日本大
震災の影響を考え、計画通り進めるべきか、工期を遅らせるべ
きか検討を重ねました。非常に難しい判断でありましたが、でき
る事業を推進していくことが、元気な岩手、そして元気な東北を
発信していくことにつながると判断させていただきました。
　オガールプロジェクトは公民連携事業として推進しています。
この公民連携は、町民や民間企業の皆さん、そして行政が、そ
れぞれが得意とする分野の役割を担い、公有地を有効活用して
町のにぎわいや雇用を創出することを目的としています。今後
も、町民や企業の皆さまにおかれましては、プロジェクトの実現
に向けてご理解とご協力をお願いするとともに、積極的なご参
画をお願いいたします。 藤　原　　孝

 紫波中央駅前都市整備事業（通称「オガールプロジェク
ト」）の設計と工事、そして市民参加の状況を町の皆さん
に報告し、情報交換をするイベント「オガール大縁会」が、
２月２７日に紫波中央駅待合室でオガール紫波㈱との共
催により開催されました。
　午前中は、分野別に「緑の大通り」「図書館」「子育て応
援センター」「食育(キッチンスタジオ)」「紫波マルシェ(仮
称)」の発表などが行われ、午後は「設計者の思いを伝え
たい」と題して、「緑の大通り」を設計した長谷川浩己氏、「オガールプラザ」を設計した松永安光氏、「ロゴ・サイン」をデ
ザインした佐藤直樹氏からそれぞれの持つ概念などが語られました。また、オガール・デザイン会議の清水義次委員長
は、大縁会の総括として「今日の体験はこれからのオガール地区の予行練習だと感じました。フットボールセンターの
オープンにより、これまで紫波に来なかった人がやってきて賑やかになるといった現象がおきてきます。町の近未来を
考えるヒントになったのでは。紫波町は情報が開かれており、責任ある市民参加により町づくりが進められています。
このことを誇りに思って楽しみながら参加していって欲しい」と話していました。

オガール大縁会報告

オガールプロジェクトの今を知る

にぎわいある会場の様子

看板を設置する髙橋公一代表理事（左）と町長

農林公社設立
オガール通信
O g a r u  C o m m u n i c a t i o n

4月1日スタート
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ンします。オガールプラザの建設工事につきましては、東日本大
震災の影響を考え、計画通り進めるべきか、工期を遅らせるべ
きか検討を重ねました。非常に難しい判断でありましたが、でき
る事業を推進していくことが、元気な岩手、そして元気な東北を
発信していくことにつながると判断させていただきました。
　オガールプロジェクトは公民連携事業として推進しています。
この公民連携は、町民や民間企業の皆さん、そして行政が、そ
れぞれが得意とする分野の役割を担い、公有地を有効活用して
町のにぎわいや雇用を創出することを目的としています。今後
も、町民や企業の皆さまにおかれましては、プロジェクトの実現
に向けてご理解とご協力をお願いするとともに、積極的なご参
画をお願いいたします。 藤　原　　孝

 紫波中央駅前都市整備事業（通称「オガールプロジェク
ト」）の設計と工事、そして市民参加の状況を町の皆さん
に報告し、情報交換をするイベント「オガール大縁会」が、
２月２７日に紫波中央駅待合室でオガール紫波㈱との共
催により開催されました。
　午前中は、分野別に「緑の大通り」「図書館」「子育て応
援センター」「食育(キッチンスタジオ)」「紫波マルシェ(仮
称)」の発表などが行われ、午後は「設計者の思いを伝え
たい」と題して、「緑の大通り」を設計した長谷川浩己氏、「オガールプラザ」を設計した松永安光氏、「ロゴ・サイン」をデ
ザインした佐藤直樹氏からそれぞれの持つ概念などが語られました。また、オガール・デザイン会議の清水義次委員長
は、大縁会の総括として「今日の体験はこれからのオガール地区の予行練習だと感じました。フットボールセンターの
オープンにより、これまで紫波に来なかった人がやってきて賑やかになるといった現象がおきてきます。町の近未来を
考えるヒントになったのでは。紫波町は情報が開かれており、責任ある市民参加により町づくりが進められています。
このことを誇りに思って楽しみながら参加していって欲しい」と話していました。

オガール大縁会報告

オガールプロジェクトの今を知る
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暮らしの情報

紫波一中3年生
応援団長の大澤大和君

ハワードさんの英語クイズ！

〒028-3392紫波町役場 企画課情報政策室「英語クイズ」係
Mail：joho@town.shiwa.iwate.jp

【3月号の答え】 春植えざれば秋実らず

この英語の質問の答えは何？（ヒントは「行ってみよう」）
In Shiwa, what park had a castle

but now has many cherry blossoms?

★正解者の中から３人に図書カードをプレゼント。郵便はがきまたは電子メールで、①住所、②氏名、③年齢、
　④電話番号、⑤答え、⑥『紫波ネット』の感想（意見）を記入の上、ご応募ください。締切は3月31日消印まで。

モラルを高める捕物帳①（明るく健康な捕物帳）
野村胡堂・あらえびす研究会　外﨑 菊敏「銭形平次を読み解く」

こちら、野村胡堂・あらえびす記念館
第13回

ハワード英語指導主事と
一緒に“はいポーズ”

　

胡
堂
は
銭
形
平
次
を
ハ
ナ
夫

人
や
子
ど
も
に
読
ま
せ
て
い
た
。

特
に
、
長
男
一
彦
は
一
番
熱
心

な
読
者
で
、
父
が
世
俗
的
な
も

の
を
妥
協
す
る
風
が
あ
る
と
、

い
つ
も
こ
れ
を
牽け

ん
せ
い制

し
た
。
一

彦
が
病
床
に
あ
っ
た
と
き
胡
堂

に
、「
夕
べ
お
も
し
ろ
い
夢
を
見

ま
し
た
。
悪
い
人
や
不
正
な
人

が
こ
の
地
上
か
ら
皆
滅ほ

ろ

び
て
、

日
本
中
か
ら
選
ば
れ
た
正
し
い

人
だ
け
が
皇
居
の
二
重
橋
前
に

整
列
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
居

ま
し
た
よ
」
と
、
語
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
胡
堂
は
正
し
い
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
銭
形
平
次

は
、
貧
し
く
て
も
清
く
正
し
く

生
き
る
人
間
を
書
い
た
「
明
る

く
健
康
な
捕
物
帳
」。

　　

胡
堂
は
暴
力
否
定
の
平
和
主

義
者
、
銭
形
平
次
に
殺
し
合
い
、

チ
ャ
ン
バ
ラ
を
書
か
ず
、
平
次

の
武
器
は
投
げ
銭
。
遊
び
や
道

楽
に
無
縁
な
胡
堂
は
ヤ
ク
ザ
や

遊
び
人
、
博
打
う
ち
を
銭
形
平

次
に
書
か
な
い
。

　

何
事
に
も
潔け

っ
ぺ
き癖
な
胡
堂
、
記

者
時
代
に
「
外
食
は
不
潔
」
と

手
弁
当
で
通
し
、
図
書
も
人
の

手て
あ
か垢
の
付
い
た
も
の
は
嫌き

ら

っ
た
。

お
金
に
も
潔
癖
。
岡
引
き
は
生

活
が
貧
し
く
袖そ

で

の
下
（
ワ
イ
ロ
）

も
常
識
、
強ゆ

す
り請
や
た
か
り
も
し

た
。だ
が
、平
次
は
こ
れ
を
拒こ

ば

み
、

「
ご
用
聞
き
に
も
立
派
な
男
が
い

る
」
と
言
わ
れ
る
。
金
の
力
で

横
暴
に
振
る
舞
い
弱
い
者
を
泣

か
せ
る
野や

ぼ暮
な
金
持
ち
を
、
武

士
と
同
様
に
嫌
っ
た
。

　

胡
堂
は
性
に
も
潔
癖
な
人
。

ハ
ナ
夫
人
と
結
婚
し
た
時
、

「
貞て

い
そ
う操
を
破
っ
た
時
は
古
い
草ぞ

う
り履

で
も
投
げ
捨
て
る
よ
う
に
お
互

い
を
捨
て
よ
う
」
と
誓
い
、
こ

れ
を
守
り
通
し
た
。
記
者
時
代

に
は
同
僚
に
誘
わ
れ
て
も
、
淫み

だ

ら
な
と
こ
ろ
に
足
を
運
ば
な

か
っ
た
。
性
的
に
だ
ら
し
な
い

「
不
潔
な
人
間
」
を
嫌
い
、
銭
形

平
次
は
遊
郭
や
遊
女
を
物
語
の

表
舞
台
に
登
場
さ
せ
な
い
。
加

え
て
、「
恋
愛
は
書
い
て
も
男
女

の
閨け

い
ぼ
う房
は
書
か
な
い
」
と
、
性

描
写
も
書
か
な
い
。

註　

貞
操
＝
夫
婦
間
の
性
の
純
潔
を

守
る
こ
と
。
閨
房
＝
男
女
の
寝
室

の
意
味
。

プリンス英米学院盛岡 検索

　英会話教室

入会金
15,750円（税込）
キャンペーン中にご入会の方特典2

特典1

特典3
レッスン費４回分

無料！
英文法とのW受講がお得！英文法とのW受講がお得！英文法とのW受講がお得！

特典4 英語絵本プレゼント！英語絵本プレゼント！英語絵本プレゼント！

無料！無料！無料！

・優秀な外国人講師による英会話　・わかりやすく飽きさせないレッスン
・英検合格者多数！！楽しく学んで成果が見える
・優秀な外国人講師による英会話　・わかりやすく飽きさせないレッスン
・英検合格者多数！！楽しく学んで成果が見える

小学校高学年で必修化！「始めなきゃ」を応援します！！ 実施中
2011年5月31日まで2011年5月31日まで春の新入会キャンペーン春の新入会キャンペーン

大人クラスも充実

4月中に
ご入会の方
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暮らしの情報

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文OPEN9:00～CLOSE19:00

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31TEL019-676-5825 

定休日／毎月曜日・第三日曜日

E-mail kamihikoki@posh.jp　新規メール会員
500円クーポン

○クリープウェーブ（カットブロー別）………………4,620 円
○縮毛矯正ストレート  ………………………… 16,800 円
○Milkカラー（カットブロー別）……………………3,675 円
○天然ヘナ＆インディゴ（カットブロー別）…………4,200 円
○ベースカット（S・Ｃ・Ｂ）…………………………4,935 円
○ヘッドスパ …………………………………………3,675 円

相心舘
120分

160分
110分

140分
45分

60分

東日本大震災、被災に遭われた方々に
心よりお見舞い申し上げます
大震災お見舞い企画
４月営業時間は
AM８：００～PM１７：００
カット含むパーマ・カラー・ヘナ・
縮毛ストレート３０％
成人カット・デトックス
各１０００円割引

サー
ビス

お試し体験
キャンペーン中

佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ●
松本精肉店●

GS● ●タクシー

眼鏡屋 目明かし堂
（有）サトウ時計店（有）サトウ時計店

若返るメガネ若返るメガネ 遠近両用
レンズ（1組）

日詰バス停前
☎676-2838
http://www.meakashi.com

10,000円セール10,000円セール
鼻メガネより、

新聞が
見づらい

スマートでしょ！

遠くも
近くも
スッキリ！

ホヤデラックスを装用した後のスタイル

一般単焦点メガネレンズ装用の頃のスタイル

フレームも3,000円から用意しています。フレームも3,000円から用意しています。
▼

　このたびの震災により被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。紫波町
に避難なさっておられる方で避難の際にメガネを失ったり、破損なさった方の遠くを見る
ためのメガネを無料でお作り致します。上記の電話番号へお気軽にご連絡ください。

城山公園・桜ウイーク 
４月２３日（土）～５月８日（日）

　期間中は例年どおり出店をオープ
ンします。（ステージイベントは開催
しません）
「しゃ・べーるの城山まるごと案内」
■日時　４月２９日（金）～５月１日（日）
５月３日（火）～５日（木）
午前１０時～午後２時
■場所　城山公園（第１駐車場南側
通路）
■内容　紙芝居、昔話、公園内史跡
案内、東日本大震災で被災された皆
さまへの募金箱を設置
■問合せ　紫波町観光交流協会
☎６７６-４４７７

第１回南部酒屋唄全国大会
　南部杜氏発祥の当町で初めて開
催する大会です。無料で入場できま
すので、お気軽にお出かけください。
■日時　４月２９日（金）午前１０時～
■会場　中央公民館
■問合せ　南部酒屋唄全国大会実
行委員会（商工観光課内）
☎６７２-２６９５

プールの営業休止について
　ラ・フランス温泉館のプール営業
は、震災の影響により、4月下旬ごろ
まで休止の予定です。ご不便をおか
けしますが、ご理解をお願いします。
■問合せ　ラ・フランス温泉館
☎６７３-８５５５

お知らせ

あらえびす記念館・イベント日程変更
　地震による影響のため、次の日程
を変更します。
■ウォン・ウィンツァンピアノコンサー

ト[延期]　４月２９日→延期（チ
ケットを払い戻します）

■レコードコンサート[開催日変更]
　（変更前）4月26日（火）午後6時

30分～8時30分
　（変更後）4月17日（日）午後2時

～4時（料金200円）
■連絡先　野村胡堂・あらえびす記念館
☎676-6896　 676-6897

狂犬病予防注射は5月開催
　例年、４月に実施している春季狂
犬病予防集合注射ですが、震災の影
響により、本年度は５月に開催する
ことになりました。詳しい日程などに
つきましては、４月末ごろに全戸配
布されるチラシをご確認ください。
■日程　５月９日（月）彦部、長岡／
１０日（火）佐比内、赤沢、長岡（西長
岡新田のみ）／１１日（水）赤石／１６
日（月）志和／１７日（火）日詰、水分／
１８日（水）古館／６月４日（土）全地区
■問合せ  環境課  生活環境室
☎６７２-２１１１

配食ボランティアを急募！
　一人暮らし高齢者・高齢者夫婦世
帯で、なおかつ買い物・調理が困難な
方々を対象に、おかずのみをお届け
する「配食サービスボランティア」を
募集しています。若干のガソリン代は
お支払いします。誰もが安心して暮
らすことができる福祉のまちづくり
実現のため、ご協力をお願いします。
■問合せ　紫波町ボランティアセン
ター（総合福祉センター内）

☎６７２-３２５８　有線０１-２１０５

元気はつらつ委員を募集
　町は、第2次元気はつらつ紫波
計画の策定と推進に提言をいただく

「元気はつらつ委員会」を募集しま
す。町民の健康を支える計画づくり
に参加してみませんか。
■募集人数　若干名
■応募資格　栄養士や運動指導士
などの有資格者、または、日ごろから
健康づくりい取り組んでいる人。
■申込・問合せ　5月6日（金）まで
長寿健康課　健康推進室
☎672-4522　有線01-8991

非常勤介護認定調査員を募集
　町は要介護認定調査を行う非常
勤の調査員を募集しています。
■業務内容　介護保険の要介護認
定のための訪問調査
■勤務時間　1日６時間 週３日程度
■賃金　5,500円／日
■資格　運転免許（看護士、ケアマ
ネージャーなど介護の知識のある人
を優先的に採用）
■申込・問合せ　長寿健康課
介護保険室　☎672-4522

“手話講座”受講者を募集
　手話奉仕員養成講座の受講希望
者を募集します。
■講座日程　毎月第２・４土曜日　
午後２時～（２時間程度）
■会場　総合福祉センター
■内容　手話基礎過程（講師：盛岡広
域振興局ろうあ者相談員木村敬子氏）
■定員　２０人（定員になり次第締切ます）
■受講料　無料
■問合せ　社会福祉協議会
☎６７２-３２５８　有線０１-２１０５

募　　集

市民参加
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退
職
者（
3
月
31
日
付
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　会
の
名
称
に
し
て
い
る
城
山
は
、わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
の
象
徴
で
す
の

で
、わ
た
し
は
何
と
い
っ
て
も
、城
山
公
園
か
ら
眺
め
る
景
色
が
大
好
き
で

す
。公
園
内
に
は
散
策
路
が
あ
っ
て
、東
西
南
北
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。中
で
も
桜
の
咲
い
た
枝
の
間
か
ら
見
え
る
景
色
が
い
い
で
す
ね
。

　城
山
会
は
、城
山
公
園
の
ふ
も
と
に
あ
る
上
町
地
区
の
約
50
人
で
組
織
し

て
い
ま
す
。発
足
し
て
32
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。盆
踊
り
な
ど
公
民
館
行
事
へ

の
協
力
支
援
、祭
り
神
輿
の
運
行
、大
み
そ
か
に
は
お
寺
の
鐘
つ
き
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、地
元
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。公
園
内
の
草
刈
り
清
掃
作
業

は「
訪
れ
る
人
た
ち
に
気
持
ち
よ
く
散
策
し
て
も
ら

い
た
い
」と
い
う
発
足
当
時
か
ら
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。桜
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ

も
わ
た
し
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
季
節
は

「
ま
つ
り
の
開
催
日
と
満
開
が
う
ま
く
重
な
れ
ば
い
い

な
あ
」と
い
う
思
い
で
毎
日
城
山
を
眺
め
て
い
ま
す
。

　城
山
公
園
を
訪
れ
た
際
は
、ぜ
ひ
散
策
路
を
歩

い
て
、お
気
に
入
り
の
景
色
を
見
つ
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

東
北
本
線

東
北
新
幹
線 北

上
川

紫
波
中
央
駅

4

役場

日詰小日詰小

古館小古館小 城山公園城山公園

シリーズ 行ってみよう 私の好きな紫波百景

Ｈ21年にステージ作りをした城山会の皆さん

﹇
城
山
公
園
﹈

地
域
活
動
が
支
え
る
風
景

じ
ょ
う
ざ
ん
か
い

か
わ
の  

つ
と
む

　皆
さ
ん
に
お
気
に
入
り
の
景
色
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

新
コ
ー
ナ
ー
、今
月
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
城
山
公
園
の
草
刈

り
清
掃
作
業
を
し
て
い
る
城
山
会
の
会
長
、河
野
努
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

※

今
年
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

み
こ
し
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